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中国の熱帯農業と農業研究
一中国の熱帯農業事情調査報告書一

調査団長

n
 

林

熊野

井口

池田

健一＊

誠一＊＊

武夫＊＊＊

誠＊＊＊＊

ー 調査の目的と経過

ー 調査の目的

中国の熱帯及び亜熱帯の農業については， 1972年度までは当熱帯農業研究センターの職員を台

に派遣して共同研究あるいは短期の調査研究を実施してきたが，同年，中華人民共和国と国交

台酒との直接の研究交流は終止することとな→た。もちろん，国交匝復後直

ちに日中農業技術交流が開始され，相且訪間の形て1()次に及ぶ罠水省代表団か中国を訪れ，実情

を回復すると同時に，

すると共に交流の実

間地は概して北部に偏し， また，

きたことは周知の通りである。 しかしながら， その場合の訪

双方の関心分野として熱帯農業が特掲されなかったこともあっ

て，中国の熱帯，亜熱帯農業及ひそれに関する研究事情は依然として断片的な情報によって知り

る程度に過ぎなかった。

いにして1981年 2月， 国務院農業委員会張承華氏を［寸］長とする「農業科技合作代表団」

flし，熱帯農業研究センターを訪れたのを契機として， 昌＂ 農墾部， 並びに熱帯作物科

'Y: 研究院から，熱帯農業研究センター所長外3名り訪中について正式の招待かおり，

が実現する運びとなった。

今加］の調査

今回0)占中に当っての最大の課題は，熱帯及び亜熱帯の農業研究に関して一体どリ）ような研完

交流が今後必嬰になるかにつし〗て的確な判断を うための材料を入手することてある。 もちろ

k, そのためには中国の熱帯及び亜熱帯の農業がどのように行われているか， その実惜を把捏ず

ると共：しこ， その上うな を振興するために， どのような形で農業研究が行われ， どの程度の成

東 けつつあるかを見極めることが必要である。

中国は解放後32年を経過し， この間地理的な事情は変わらないにしても，杜会制度的な大きな

変革に某づいて農業のあらゆる部面において変化が生じている。 もわろん，他の熱愕諸国と比餃

して中国U)熱帯農甍がどの程度進展しているかが最大の関心事てあったし， かつてイネの多収穫
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国農政の概観と農業研究機構

1 中国農政の概観

農政の展開については今回の調査の主題ではなく，また， この課題についてはこれまで

に多く豆）報告や紹介がなされている。しかし，中央集権的な体制卜ふにあり， しかも公共によって

農業研究が実施されている国では，農業研究は農政の一環として推進されるのが常である。従っ

て，農業研究の農業発展における関係位置や役割を明確にするためには，農政の動きについ

=r-o)描写をして圏く必要がある。特に，中国においては，政治の動きや，これに伴う農政の動

きは激しく，後に述べるように，農業研究の全勢力を巻き込んだ科学実験運動が農村を舞台とし

て展開するという過程を経ているので，農政と研究との関連が重嬰であったことは言うまでもな

い。以下，手許にある若干の資料に基づいて主要な農政の動きを辿ってみよう。

中国の経済は， 1949~-52年の復興期を経て， 1953~57年の第 1 次 5 か年叶画， 1958~-63年の第

2 次 5 か年計画， 1966~70年の第 3 次 5 か年計画， 71年から第 4 次計画へと進展し，更に76年か

ら10か年計画を組ビに奎った。しかし，こ0)10か年Jt画は，その後実態にそぐわなしヽものとされ，

1979~81年の 3か年は経済調整政策が採られ，改めて新10か年計画 (1981~90年）が検討されて

し)るということである。

この間，第 1次 5か年計画の時期には農業の集団化が進行し， 53年から互助組，初級合作社

への組織化が進み， 56年から高級合作社， 57年から人民公社へと進展するが， 1956年には

国農業発展綱要」が不される。第 2次5か年計画の時代は「大躍進期」とも言われ，人民公社への

集団化が完成すると共に， 1958年には農業技術改善の指針とも言うべき「八字憲法」が出され，

59年には水利化，機械化，電化，化学化を柱にした「四化政策」という農業近代化政策が打ち出

される。また， 1955年に策定された「科学技術発展12か年計画」によって全分野にわたって科学

技術の拡大強化が図られることになったが，農業の分野においても，中央，省，地［ぶ更に1959

年の山西省礼泉県を嗚矢として県段階に令る研究網が整えられ， 1963年からは全同にわたって「農

業科学実験運動」が次の第 3次計画の期間にわたって全国的に展開されるのである。なお，この

期間に「農業基礎論」がはっきりした形をとり， [業からの農業支援が行われる。

第 3次 5か年計画の期間は丁度「文化大革命」の期間に当たるが， 1964年に始った「農業は大

に学ぶ」運動があり，前記の農業科学実験運動もこれと重なって進行する。表面上は激しい政

治的闘争があったのに拘らす，好天候に恵まれて農業の成長は持続したと言われる。第 4次 5か

年計画の期間は，全国を嵐に巻き込んだ文革が終り，批林批孔がこれに続くが，農村ての極左的

傾向の是正が正面に登場し，人民公社の公社，大隊，生産隊の 3級面有制，生産隊を基本採算単

位とする体制が強調され，人民公社制の定着化が図られた模様である。また，この期間に研究面

では特に育種に関して重要な進展をみるのである。この他, 1970年からは「農業は大塞に

運動で再び強調されることになる。

4 ... 一



かくして，第 5次計画の段階に入るが，この当初に華国峰体制への移行， 4人組の追放，これ

に引き続いて部小平の復活があり，政治，外交，経済はもとより，科学技術面でも大きな変動を

伴いながら今日に至っている。

このうち，「農業科学実験運動」については，後に研究の項で詳述する U)で， r・

国農業発展綱要」，「八字憲法」等について摘記して置こう。

1955年に農業の集団化（合作社）を完了して以後，「社会主義建設の総路線」が打ちt廿され (1958

年 5月，第 8期 2中全会決定）， 1)重丁．業を優先的に発展させることを前提として，工業と農業を

同時に発展させること， 2)中央の工業と地方の工業とを同時に発展させること， 3)大型企業と中・

小企業を同時に発展させること等を主要内容とするものであった。

その後， 1959年前後の 3年続きの災害等のあとをうけて，調整を迫られ，「工業の発展を最終的

に決定するのは農業」であり，「農業人口からの労働力抽出の程度を決定するのはエ商業でなく，

農業の労働生産性である」という認識が確だされ，労働者の帰農が積極的に行われたということ

である。かくして， 1962年 2月の第 8期10中全会で，農業を基礎とする軌道への変更が決定され

「農業を基礎とし，工業を導き手とする国民経済発展の総方針」，すなわち「農業基礎論」か確立

したと言うことである 1)0 

9一仝国農業発展要綱」は1956年に草案が作られ， 1960年 4月

で， 40か条から成っている c

をみた1956~67年の要綱

内容は広汎にわたっているが，冒頭の1)は農業協同化の制度を固めることで，その条件として，

①，集団の幹部の構成には貧農，雇農， ド層中農が優勢を保つようにすること，②, 民主的運営

l--1 財政の公表，大衆討議，③, 勤倹を旨とした集団の運営，怠惰や浪費の排除，④, 上地に

応じた生産と所得0)向上，⑤, 分配0)合理化，国家，集団，構成員の 3者の利益， 1962年には集

［寸］の平均所得が富裕中農水準に達すること，⑥, 社会主義的自覚の高揚，少数の初級合作社の闊

級への誘導，少数の独立農民の集団への参加の指導等である。

2)及び3)は農産物と畜産物の生産目標や生産の方向を示したもので，例えば食糧生産について

は， 1955年を基準年次， 1969年を目標年次として，黄河以北では畝当り 1501『から400J『へ，黄河

から淮河に至る間では208斤から500f『へ，准河以1Hでは400斤から800斤に増やすこと，棉花は35斤

から， 40~100斤等と夫々の地に応じて目標を樹てることが示されている。農業の多角化，各作物

の叶画指標の作成，更に，華南の各省では熱帯性作物や亜熱帯件作物の発展に賃息すること等も

折り込まれている。畜産については，家畜の改良，増殖，草地の改良，飼料の生産と調製，更に

家畜衛生にも触れ、牧畜獣医ステーションの設置が奨められている。

4)から16)までが農業の増産措置や技術改善に関することで，まず， 4)で先進経験を普遍化する

力法として，①, 省段階ては先進経験を収集して冊了を作り広報，②, 農業展覧会の開催，③,

各段階の政府は定期的に農槃模範者会議の間催，④, 集団（社）間の見学，経験の交流，⑤, 先

l) 「中国農業の某礎事IW」（日中経済協会， 1974年3月）
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ランスのと にすること。これらは基礎的条件の改艮である。肥と水は作物の不可

欠の要素であるが，それらが前提とされるのは，基礎的条件の改良にとっ

からでもある。施肥あるいは水利によって土壌の状態を作物の生育にとって良好にすること。こ

れらは土壌改良(!)一環であり，また，これなくしては士壌改良は不充分なものに終ってしまう。

……以上のように，肥と水の条件の改善によって土の条件を良くし，優良な種「を用いて

を展開するのが八字憲法の指示する農業技術の概括である。このような農法を卜全に保証する

ものとして保（作物保護），管（精密な管理）やエ（重労働の軽減，作業の効平化，精度を高める

機械化）が必要となる」としている。

今回の調査では，当方から持ち出さない限り，先方から特にこれに触れることはなかったか，

それは陳腐化したと言うよりも，周知の常識と言う感じであった。

最後に， 1981年以降の新10か年計画の検討に当って，農業に関しては次の10項目が重視されて

いると言われる。すなわち， 1)' 適地適作の推進， 2), 農地基盤の整備， 3), 三要素のバランス

のとれた化学肥料の施用，緑肥の利用，農村のエネルギー源としてのメタンカスの和用， 4), 食

糧作物及び工芸作物の生産拡大， 5),優良種子の増殖と普及， 6),作物保護及び家畜衛生い強化，

7), 地域の実態に即した農業機械化の推進， 8), 農工商の総合システム(})確立， 9), 農業科学技

術と農業教育の強化， 10)' 荒地の開墾及び建設用地の調整の弛化等がそれである。

2 農業の行政組織

中央の行政組織は幾度かの変遷を重ねているが，現在の国務院は総坪，若「名の副総理，

長の下に外交部や国防部を筆頭に48の委員会や部（省）に分かれて，円務を処理している。農業

関係の部は農業部，農業機械部，農墾部，林業部，水利部，糧食部等て， これ以外に他の部に属

する水産総局と中央気象局とがあり，これらを統括ないし調整するも 0)として国家罠業委員会が

置かれている。

国家農業委員会は農業建設を指導する責任を負い，国務院副総理の 1人がt任を兼ねている（現

在は万里主任）。この他に常勤の副主任が若干名いる。同委員会の構成員は農業関係各部門の

任者である。委員会の設立は1979年と言われ，最近外事弁公室が増設されている。委員会())任務

は次の 6つである。

① ［王］の内外における農業現代化を実現ずる経験を調査研究すること， 及ひ罠業0)発展力針，

政策，法律，法令等について党中央，国民に状況を報告し提案ずること。

② 国家叶画委員会と共に農業現代化の長期計画と按配を決めること，農業建設における各項

目の計画と年次五十画を策定すること，及びその完結，実行状況を検討ずること。

③ 国家叶画委員会と共に，国家の農業への資金と物資を按配し，その経済効果を検討すること。

④ 農鞄科字研究と農業教育事業の指導の強化，及び外国との農業科学技術の交泣，協力につ

いての主要項目を審査し，決定すること。

⑤ 農業関係各部門間，農業と他の産業部門間，及び中央の農政部門と地方の農政部門間の話

8 -



を調整すること。

，市，自 るいはそれに相当する機関の活動 ゃ

i
)
 

そ

の他の重要事項を解決すること。

林業部，水利部，農墾部，農業機械部，等の農業関係各部(/)内部組

は下図0)とおりてある。このうち，農墾部は国営農場の経営管理を担竺［するもので，開拓省

相当する 0 は現在2,048で，全耕地面績0)5 %未満0)440万ha,外に森林面積80

万ha,草地1,266万haを擁している。国営農場は省段階には農墾総局を置いて中央と直結し

されている。

ーれらの各部には，一般行政部局の外に研究機関や教育機関をも して t¥るが， i→ ,~ 
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--よると 1959年に山内省礼泉県におかれたの

るといわれている。かくして，中央，省及び特別市，省の中の行政

に農業研究機構が整備されるに至った。これらの機構0)呼ひ名は，中央と省

といそU)下部の専門研究組織を「研究所」，省の下部の行政地[>(や県では「

ようである。 ［よ

はなし

し
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中央段階U)研究組織 に属「るが，行政部局()) し~，例え｛よ，
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中央U) に属する は 105~,

｀
 

2
 

り
'
]

L
'
4
 

こり）うち，科学研究員は 10,433名で，全職員0)46% に相当し~ ごしい：ぃ f

研究機閃数，職員数 りである。

表 l 行政部局別研究機関数と職員数

部局 1 機閃数し職員数

農繁部 I 49 1 9.154人

林甍部 i 10 ; 1,874 

水利部 l 21 1 4.200 

農瞑 .. , 胄|
一士, [1 . I 1 1 1 , 07 1 

農肇機械部 i 3,'.3:-!3 

水花総局 I 10 i 2.246 

中央気象局 I , I 499 

;ii I 10s I 22,:m 

なお，農墾部に属する l機閃が今回の長たる訪間先であった華南熱帯作物科学研究院である。

農業部には上表では49の研究機関が所属していることになっているが，別の資料によれは，農業

科学院0)構成研究所として次の31機関が示されており，概して北京の周辺に科学分野別の研究所

を，また，主要産地に作日別研究所を配腔している。

1 作物育種栽培研究所 北京

2 作物遺伝子源研究所 II 

3 野菜研究所

一 ・12・― 



4 原子能利用研究所 !! 

5 土壌肥料研究所 // 

6 作物保護研究所 JI 

7 生物制御研究所 JJ 

8 家畜研究所 ｝｝ 

， 養蜂研究祈 JI 

10 農業気象研究所 ” 
l] 農業育源及び地域研究所 II 

12 農業科学技術情報研究所 JI 

13 中国農業科学図書館 II 

14 棉作研究所 河南，

15 油料作物研究所 湖北，武昌

16 ケナフ研究所 湖南， Yuanjiang

17 甜菜研究所 黒竜江，呼蘭

18 煙草研究斯 山慮益都

19 茶業研究所 杭州

20 奎業研究所 江蘇，鎮江

21 灌漑研究所 河南，新郷

22 興城果樹研究所 興城

23 鄭｝、卜1果樹研究所 河由，鄭州

24 柑橘研究祈 洒川，重慶

25 農業史研究所 江蘇，南京

26 蘭州家畜研究所 甘粛，蘭小卜1

27 蘭J叶家畜衛生研究所 II 11 

28 蘭小I・!漢方獣医研究祈 }} 

” 
29 恰溺浜獣医研究所 黒竜江，唸爾浜

30 草地研究所 ，呼和浩特

:n 上海家畜住血病研究所 上海

農墾部の華怜i熱帯作物科学研究院は， 1953年に広朴1に設立．されたが，その後1958年に現在地0)

海南島僧県の宝島新村に本拠を移して今日に至っている。その組織は 6研究所と 3試験場から成

り，総職員数は前記の如く約1,100名て，そのうち研究員は約400名である。

l ゴム（橡餃）栽培研究所

2 熱帯作物栽培研究所

3 作物保履研究所

4 飼料作物研究所

- 13 
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105U)県（うち海1行いには

ようであった。各県には
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4
ぷ uら』してし＼るといこと

!ヽ- 」ム研究所の名がかえるか， こ,j[らかそれに該％

するも 0)と思われる。

上海特別市は総面積6,100平hキロ，そのうちに約33万hau)耕地

を対象にした農業科学院が設置されている。解放の翌年0)1950年＇→

するり）に過きなしヴバ，それ

として

したもい）が，

{}). う九

こ改められて

事務職107名，

したということである。

であり渇 うちには，

l. プズ

¼' 

約13名，講師約146名てあり，他に研究生146名を抱えてし＼るとし｝う且兒明てあった。

この科学院は上海「廿由区の西郊にあり，実験圃場は約33haで， 6研究所で構成されてし lる0

]4 --
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水稲，コム巳アプラナ，等の病虫害防除，及

と

ワリ， ｝、オガラシ，スイカ

主 キャベッ，ナス， トマ］、，ノゞ レイシ"'

に
J

マッシュルー

6 牧畜研究所

ブタ零ニワ i、リ J--l ~v, 

し
ヽ

としてあり，そこで農業機械0)

ある 0 なお，機械化の間題については角

から機械移植の間題まで研究しているとりことで

ているもののごとく，開発された の々県

名を冠して されてし'る。

7月23日：こ中国の農業委員会が農林水産省0)訪中団に示した

｝る）によれは， 1tiリ）地区農党科学所以上の農林水産閃係J)農業試験研究機関の紐数は1,348か

労働者総数は15万3.440人で，Y-!る。他｝］，別な資料によ hは，同様に

は600以［であり，

と :~iして l' る。恐らくこの数字

は8万9,000人余，そのうち科学技術ll哉員は 2万4,000

であることから，国務院農業部及

び

ゾ'/'{A,,-, 

豆）ものに限定したもり）と

ため

れる1)。

する

(4 

水利部 4'

にクバごは、研究機関

に上れ

しよ4:l号

5' 気象局 3て，各部局直属U)学院・

こ(})うわ I• 
''-

6万1,508人となっている 0

する l 校か華南熱帯作物学院であって，研究院に併設され，同—一人が

を拍ね，教研・1本の稀少な例てある。この熱帯作物学院は福建，広東，仏西，

4
 

）ヽ を集め， 4年間の専門教育を を送り出ず，

1) 罰瑞応！ 1981年， No1) 

- Iii -



と共に，研究院の研究者の補充にも充てている。

し〉る。

えて

であり，

小学 6年，初級中学 3年，高級中学 3年，

5・2・3 縁 4告りを 6 疇 3・3・4制に，つまり，

4年に改めつつあるといわれる。人民公社ては概

まで打うこととしており，農業高校は省り地区段階に設けられている様である。しか

し，現在は若干の混乱がみられ，例えば，普通高校（高級中学）を出てから農業高校に入り

という矛店も生じているとか。また，大学の数が少ないのと進学意欲の高まりによって，

には大学の募集人員20h人に対して受験者200万人とかで，仲々の難閃の由であった。

次に，研究と現場とを結ぶ農業技術普及事業については，今回の調査では断片的な情報し

られなかったか，幸し＼第10[口」（昭和55年10月）の日中技術交流代表団の報告ご概要が紹介されて

いる 0)で，要点を摘録してみよ

中国では普及を推広と称し， 1950年頃，東北地方の合作社における，-農業技術推広姑」

が始まりといわれ，設憤数は1950年が10か所， 55年が7.997か所， ]980年には 1Ji5,000か所とし)

われて tlる。 1980年の公社数が約 5万2,000であるから，設置率は30%以下ということになる。

は国から木端まて 7段階(7級），つまり， 1)' 農業部科技局科技推広処， 2),

庁（局）農林処， :l),地区農業技術推広姑， 4)' 県罠業技術推広姑， 5),

6), 生産大隊農業技術推広組， 7), 生産隊農業技術推広小組等であって，当初の 3級か粋及0)竹

罪部門であり，県以卜心0)4級が実行部門である。

県段階では概して県農業科学所と推広姑は別組織となっている場合が多いが，公社以ドの 3級

では，科学姑（試験姑）又は推広姑，大隊の科学隊又は推広組，生産隊の科学組又は推広小組と

なり，研究と普及の両系列て末端まで分化している訳ではなし)様である。

推広の事業としては，総合普及と専門普及とに分れており，専門普及は優良種f立）増殖と配布，

病害虫防除，土壌保全等を行うものとされ，県農業局に種子姑，植保姑等が置かれており，牧が

国の指導奨励事業の機構と類似している。総合普及については実態は明らかてないが，示範や技

術溝習あるいは研修等が主体であろうか。

推広に携わる人員は県と人民公社段階が約 6万人，大隊と生産隊の農民技術員が約25万人とい

われてし＼る。

III 中国の農業研究と熱帯農業研究

1 農業研究の推移

中国ては解放以米已二じ席が制定した「以農業屈基礎， どいう国民経済全体の基礎

l)農林水庁省国際協力課，「日中農斐技術交流代表団報告」，（昭和56年 3月）
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と，「以粗為綱％

1953年から

う、ヽqしとi
-

これに弓！き続し＼

まとめの分野にお（｝る

し， 58年には「

に基づし＼て，まず， 化に取組五，

林，牧を同位に

これと

図り，

ギ
f

`
i
i
t
 

とし j う

は，既述のごとく，

とし □う近代

される 0

るよりになり，

田）

における 左~

は県段階でも初の研究所が設買されるに至ったが， 1950年代までは主としてソ

とし，ルイセンコやミチ：：1_-リンの科学即論を採り入いながら，農民の増産指向と相佼っ

だ研究が行われた模様である。しかし， 60年代に入ろと科了研究と牛］崖現場との統合がり崖調され

によって「

に伝統技術や農民技術が

えられて以来，「様板田」

を叶・1心にし

を科された。それと

になった。

かくして 1966~69年の文化大革命に突入するが，この間は理諭よりも実践か屯視さ

多くは卜放され、，研究機関を本拠にした研究活動はほとんど中断されるに至った。しかし、

70年頃から再び現場を甲視しつつ研究所活動が復活したも 0)0)ごと(,76年に華国峰主席0)就1千肉

4人祖の追放と共に基礎研究や理論研究を見直す動きとなり，今日て：ょ，世界的な科学研究水準

を目指し，研究機関を再整備し ':J., 研究活動に取り組んでし)る模様である。

0)ことく，中田(J)農業研究活動は，政治の動苔や農業の動ぎと関連し，約:10鉢という短い

期間ながら変転を重ねているが，以ド文革前から文革中に展開された科学実験運動，文革後の農

え方，及びその間の研究活動の動向について項を分け，主として 1中国農業科学＇！に

材料を求めながら してみよう。

1)農業科学実験運動

1962年の弟 8期4中全会で農業科学技術研究について重要な関心が提起され，翌63年には，毛

は1偕級斗争，生産斗争，それに科学実験の二大革命を掲げ，農業科学実験運動が開始ごれ，

各地に日字実験小組が続々と設置されることとなった。しかし，この運動は突然開始された

もいてはなく，既に農業の集団化か進汀する段階て，生産現場で実験活動が発生してし)たものの

ごとくであるが，その成果に着目し，その話動に理念を与え，より組織的な活動へと発展させ，

数年間これを実施することによって第 3次 5か年計向の達成を図ろうとしたものとみられる。

狭丙省宝銅県城関公社の内秦大隊では，合作社(!)段階にあった1956年に科学実験活動を開始し，

58年には正式

勢91名て実馬奥活動を行うに至っだ1)0 

し， 9つ0)生産隊に相次いで科学研究小組を設賞し，総

l) 」 (1965年， No6) 
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::__), では1964年までU)9 ,~ ,1~, 

ぢ 目について

よるもし）でなし,oJ、。 9

もとより，外から

したコムギ

をめぐる

-｝
 ~

 るに至ったということである。まだ，

トウモロコシは20%, タバコは 2倍以上の効果

こり）ような実験活動の経験に基つしヽて，

なわち1)'

ること， 3),

h ， 

。
N
3
 

また，

めの

は41人

目

＜
 

につい 目の そのう

りでなく総合的な様板も

とすること (:3厘から 1

を

に直面し，合作社段階の

した、，この 8年間に

移植， 化学肥料の罰用，紅抹旱良種0)

わたり， 1964年の畝当だりの食料生産は56年U)2倍以lに伸びるという成果を収めている。

した実験力法は「一組，四田，三箇結合」という方法で，すなわち，

を行うのに科学実験小組を組織し，種子比較試験鳳栽培技術比較試験田，種子増殖且しそれ

に高産i]~範田の 4つの試験田を基地とし，

レJ

に応用されるに至っ

り返しながら

から，自から

マう デ→、、

る、::とができだ。

三~）し｝

うこと， 2),

゜~-

としては，コム

を少なく

拡大），

うこと， 6),

は，これまてのイ不単作から 2期作戸

と定型試験の結合，

という一 し，

例えば，こ

, 000畝

9中 1
to. l 

-:; てし lる。す

！ 

させるた

を7人で編成し，後に64

したとし,l-;いそU)

,-
,,  心

ら出発

して，試験と総括を繰り迦して成果を高めるというのてある Iio 

に，江蘇省泰県洪林公社では1958年に公社：0)農業科学研究所を設立し，

了者は 1人も居なかったが， 3人の篤農家と 17人の青年0)2()人で研究活動を開始した。 1964年ま

での 6年間の成果では，普及に移した研究成果12項目，稲麦の品種17,増殆普及に供しだ禾車了10

万斤余であった。そればかりでなく，この公社研究所は205人の近隣の公社の知識青年を研修する

などして，公社の各生産隊にはすべて l人の技術員が配置されるに至ってし＼る 2)0

は前 2者と大同小捏であるが，品種の導人に際して一つ

おこう。この地区の稲麦はすへて，在来の雑種であり，これまでに導入に

メ＇幻 Jヘ
ど1ぃ;Iしし

'i, 

が，

増殖，普及の過程で「三三鑑定」，すなわち，第 1年に小区画の比較試験をiJし），その中て化望な

ものを第 2年に大区画に拡大して試験を行い，第 3年に公社全体を代表する良種繁肯隊て‘試作す

るというやり力てある。また，この 3段階では公社，研究所，生産隊の指噂と，鐵農，及ひ技術

ー

L'

、¥！

¥
I

1

2

 

」 (1965年'・,No.l lJ 

」 (l965年， Noll)
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員の 3

導入に成功したということである。

このよう

まず，様板田

して共同研究によっ

ものとしている。

する一^ つ

-

）

 

，
~
~
 

-とである。すなわち，

し，様板田を拠点として駐在することによって，農民の生産

枠を

し， 

し，間題解決のとめ,~

て「改大換地」の斗争に身

は既に数卜}jの群衆に根ざしだ科学実験小組が結成さ

の人が科学技術知識を

ることである。すなわち，

を用し)て

結合するようにさせるのである。

次に， これまでの経験から様板田を運用するに当たって，次の 3点に注意すべきであるとして

いる。第 1

し びくというのである。 このよう ー`し ，く、多

は，指導幹部， 農業科学人員及び農民群衆との三結合を実行すること。第 2

群衆の経験の総括，実験研究の実施，科学成果の普及び）二周;合を実行すること。

を

並びに

アダ)し,,て1+
ふ 9

るとしている。

しだとしてt'る。第 3

く考験され鍛練されることになるという J)である。

ることである。様板田

科学を学ひ，

びとっている。最後に，

田

第 1

に拡大し発展させること

を促進する作用を指摘し，様板田は農業科学研究

これに関連した一例として

,-, 
ぃー

に何を求めてし／かが明らかになる

るまでに至る。

を用いることの必要性

的科学実験活動

5点は指導幹部の活動の

を行うことに注目させ，農民群衆の革命意欲と科学的精神とが吏に

ーゾ．：大革命運動0)竺結合を

当

は国や省())研究機関をも

は次のように様板田の

ている l)。

るものとして，

と

深入することに］：って

つまり，階級観点，

を教育し，

に

自

これまでの各

によって，

を打破

させる 0)である。全国で

農民群衆の科学技術水準を

ること

させると共に，科学的

3
 

につなかる

せな(l科

る

に

旧来の

め，

を

込ん

多く

は，

は，階級

ある。

また，様板田0)具1本的実施に音たって注意すべきこピピして次の 3 し}る。第 l点

農業区分を根拠にすると同時に，様板田の合理的配買に対しては，当該地の先進的な公社や大隊，

労働模範的な情i兄を配慮し，様板田0)配置と地、「信の選択か農業区分と農業叶画に適合するように

整合性を せる。 この配闘によって，現有の農業科学の勢力を集中的に使用するようにする。

第 2点は，様板田の指導幹部と科学技術人員は比較的長期にわたって駐在するようにし、農民の

先進経験の総括や科学技術 し， に ける。 それと同時に背面解決を要する車要閂

1) 」 (1965年， No.4) 
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'"')')'C"'キ
←—\_'ふ を展開する。 当たって し<.}

べてそ

に分けて処理し令

を図る。また，

り）様板田は

こ
~
~
~
~
 

てあって， の V ヽ—

し

）
 

J
 

る

と

~
し

ぶ
5

人

び付くり）てある。

江蘇省の党委員

動0)展開伏況

に三） I,¥て

<,,,.,_ 
¥..'よ

，前記の様板田

ようてある 1)0

は全省にわだって展開し，

しだ1965年当時り）江蘇省内

してし iるか，展開

(『］政区）では50%の牛

(i 5万以i・＇となり， 400以上U)公吐営U)

で2, された（）そこでは

70%い「様板_J iこ

農民技術員が配傭された 0 まだ，科学

されだと言うこどてあ

＇ 
9‘ る

こU)裔＼見こ())活動は大ぎな咸束在収め， ・f尤全な統，;Iなかり， 1962年以末， u蘇省リ）農，林，

漁，養蚤及び農業機械い科学研究網では， 287項日研究i戌県を獲得し，

を完成し，伐埒面では，水稲， こ麦， ワタ，ナタネ等を中心とした総合研究を発展させると

し、こ， i;東永康豆）水柏培収経験は2i,太湖地区ては既に］「委数百万畝り耕地こ応用され，大幅

るに全っだということてある 0

、）u
 

ーし(l(t" 
は，「

と

と
こ

こ

，を中心としだ

てあるか，それまでに，

や「自

に閃して自すから

うまてもなし＼。山内省中中音似）太行山麓り）面抜1,ooorno月日間地

ピしだ

ムじてぎた

竺れた大崖大隊が

その典坦てあり， 1964年にじ主席は「 ーを提II昌することと匁った。 1965年11月 l日か

らは全l干］大寮八農業典刑展覧会か北京て開催され，全国0)50余りの類例の展がこ

展I~することと心ったか， このことかその後農業普及はかりてなく に大き を与え

たてあ乙〕こと う余地はなしい

なお，「様板＿，は政冶思想等が組み込主れてし｝る点なとは大きく畏なるか，「研究，普及，

」とし)う，点は， 1952·~1962年まで牧が国の仝国各地で展開されだ

しており，興味あることである。

と類似

, (l 965叶¥No!O) 

↓,i ｛ご 1る分析 196丘ii,No. 7) 

と， 1叶［水康目房v)論又（中日農:i':l'l'I,1965年， No.9) かある，，「一貨—→廿！ーと称し望色診［析：こ」、')

ご叶ilしと追肥を嚢り且｝笈収技術てある-
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2) 文革後の農業研究

前応の文化大革命 (1966~69年）罰0)農業研究0)連常についてり考え力は文革後も

てし,)たものり）ごとくである。 対開門弁科研復廿芋

とし lう「

4人組間題が表面化してし:なかった1976年U)

」 ようこ し}ぞ)l) c 

ます，

段階の科芦技術機関では， 405の

を断りなから，北部BU)省，

1,4%人の科学研究者が長間

ノ
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fl冶区

を行三だが， こ1し の36.2%に相当するとしてし＼る。 また，

西省農林科学院は1970年以降80%以卜 0̂)人員 に入り， 400以 I・

し

は63%,

って130項日

の成果

叫は

;; ドたが， これは文革航17年間に収めた研究成果の 2倍に末甘門するuM北省農作物研究

て 6つい専門協作網を組織し,2,000人余り 0)

を展開し， コムギの研究てはわずか 1 で 8

と卑門0)科学者がこ~

を ,, 畝臼 Iピ

）
 

,000斤の祈品種11を得た。史に中央0)中□農林科学院は1970ij:.: 以末，大硲，処安，

30余か叫；こ

この、・［う

(Jし＼ヵゞ

きなし)」等U)批判か札1次し)だ

。
る-） 

↓凶

均13り防除，

， 
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だどし¥うことである。

山等

こ(i)ことからみれ,:f,

少なくとも 70年代0)中期ま

(' ,_, 

に発展し，研究檬構を

ぎな成史

し小j<ことか

し，

門を開いて，科学研究を

されて l'る」

すなl!ち，解放以来28年間に j)た ',J

ぎだ 0 例えは，

夕／ゞこ］，

U) 

とか，或し｝は「．
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‘’ 

た模様てある。

研究網を完成し，

るこし)うこれまてU)体制に

しかし，

白を埋め，

これに反論を加えてし〉るリ）、

に様板U)悩んであっだ 1960年代はかりてなく，

1976年春())華国峠体罪jOJ出場，

もたらさ ;ILるようにな-,tこ0 1978年］）中［エl

I U)中で次U)よう，:.

周詫罪の指村0)下て，

による科字実験活動を広汎に展閲し
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を て成果を冒，

して，

: れ過ぎて

してし l;,s 2i,, 

る血ては旧界の先進水準．

交祉水栢晶柿知 8倍体ライ :1ムキ品種(})育成とそれら(})大面
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t
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及に したとし¥う C

し~ かしながら， 4人祖 命路緑の主汀的地位を I 、J'

大き~、〈立ち

を解体し，知誡汀子を

るこし］なっだ。農業科学研究活動ぱ
，
 

ー） こU)ため科学技術活動の・贅1一覧）
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> こU)tc:めに i

こ しなければなら心 L>0 4人組 ｛） 

レj

とを同 を生ぜしめだといし:,, この

してし＼る匂

まt:号

件を大ぎく受ける生命力のある

決に当っては実践，認識，再実践，再認識という一連の過程

0)科学技術問題を解決すると同時に， 5年先，

すること される

。
る、ふし

その後, 1981年4こJ豆っ

況によグ，｝て， あり方について詳細に

りである］）。

主す，

についても研究項日

I中「▲
,, ふ

い間題の解

は当面

を加速し

らないとして

ぷ
ノ

、＼i
 

レ」

は以下のとお

を実現する

を完成すべきであるとして，

化問題0)

罠業近代間題について

てし'{J。

は多々あるか，

ことに＇）きる。それ；よ，「 4-;,oJ現代化を

(/)配囮を合理的，全面的に発展せしめ，

中

して農林，牧・漁・

こ
キ
ー

した とし，

牧か国り）農村が逐次・エ・商総合経営□富庶的農村に変成せしめることである」てある。枚々 0)

化は，中[JJ式U)社会主義路線リ）ものであって，

を実汀するものである 0 すなわ叫社会主義下業，近代科芦技術及ひ近代管罪科学を

「甘いて，農業を全面的に装備し，農業生産条件を改喜し，経営管理の体制と方法を改革し，

生庁力の発展に）j量を集中して牧が国の農業経済J・及び技術上の遅れた姿を根本的に改変し，

• 林・牧・漁・副業が全面的に発展し，しかも農・エ・商0)総合経営的てある世界先進水準0)

を打ち樹てることてある。

は農業の全部門の所品0)↑崖過程を合み，貯蔵，輸送， tm「'.,販売等の一悶となっ

化に及ぶ（、〉関連する面は広く，詫合竹0)1蛍し＼技術改造と経済の発展過行であろ。 if:i:代化の道

ば，先進技術と手エ操作的な技術の併存を経過し，低段階0)も0)から闊段階のもリ）へ逐次実現

を図る必嬰かある。農業の機構と配償をうまく調整し，長州を伸はし短所を避け，農業の全部門

リ）全面発展，農村の経済の活発化，生産隊と農民U)富裕化となるよう，吏に高次の日標に同って，

前進させるようにしなけれはならない。農村の遅れた姿の改窒を保証するためには，一＾力では農業

1痒 0)発展を期すると叫l、『に，計画的な生長を実打し，人[]豆）盲目的増l(を貞に机Ji訓しなけれは

l) i Lド［月！悶〗竺禾ヽ｝了’」 (1981句， No 1) 

2
 

9
]
 



C
)
 

、ヽ
1

;'v 
な:り

このように，
ふ
太
5 と 1.~ ,~, そ；/／し 2

 
こ
I~'` ＇ヽu

 

る

力面0)活動が必要ごあるとして pる。

その第ーは党中央か決めた農業政策を胃徽することである。

に実際的な経済と政治の利益を得さしめ， し~ めなけiしば

ら脱却し＇，共同富裕という基本的経済形式に到達せしめる

る。経済を活発化するには，生産財の公有制の下でも，一定数量の補充部分の所有を許し，

展開させ，商品経済を発展させねばならない。各地リ）農村ては，

をとり，社隊はその地に 労1動組織や分配い

を
ヽ

？
↓
、
-
コ

i-
―
}
 

ている。

めている地区では，

しており，そうし である。

負あるいは

るのも良かろう。しかし，集団経済が安定してし}る一般地区では，農民

このように，農業近代化に当たっては集団経済体制を嬰本にしなからも，

パ六じて，柔軟多様な接近の｛士方のあることを示唆して Clる。

，普及（推広）事党の発展J)~重化である。

を実施し，地に応して計両的に農業年序条件を改善こい地域のI青況に合わ

し，有効な科学技術措置を普及し，科学的管坪方法を採用する必要がある。ま

［こ／，［こ： L令

サ→デ,_~ 

,, 
k,  （大学）号中等農校（農高校），県0)農幣中学校を経営し，

け号凩甫々の農林技L学校や訓練班を設屑し，多：

し，

リ）である。

、!,,.. 
げ、"-'

t~} 

9
し

農業近代化において

/;:, 

を普及し農民の科学文化水準0)向．卜を図

につし：iて次のように応べてし iる。

罠業科学研究には三カ面(/)任務がある。基礎的，応用的及び発展的研究がそれてある。

一応用して農党の発展が図られるのてあって， こ0)だめ応一定

早期に

これらミカ［旬())研究活動に先行して考慮すべき間題がある，）それは研究技術政策の問題て，

字技術())発展方向こ及ふ重要事項で，閃係する全同的間題に応じて「方向と任務」を明確にする

ことであるく）例えIf,

岬的，

発展がFl!視される。現段階は応用科学に

もリ）てあるぐ＼＼わゆる発展的研究it,

ベぎ閂題の研究である。

るか， これど晶礎研究とは統

発展Iごヽ''iだ？て， 牛所豆）じて

と農業区分を尤成する_::_とが'[:Ii]の と労力資源を

目つ十分に利用，地区の特性を発揮させ，史に名くの物訂富を創造する O)iことり

ように切実てある 0)か。低位生産上壌 改善する(!)に生物的措岡と工法的措樹をと、{})よう

に加すか。まだ，合理的な農業経済機構と牛．．産の配置を逐次調整し実現するのこ地域に応じてど
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Cl);: .〗；、こやるか。 主だ をどのように］蛍化して を科字技術か保

証するが等々てある。

レ｝ しかる後に， これを

根拠に

次を分け，

せ，その［一：に立って める。叶画に開して，

る0 そいと

（））^ ー一

入を研究する場合にも，

てある。研究活動は先す最初に

件， 技竹り条件，

し，こ 0)ようにしてその能力

用を促進させるのてある。

重ねるいであって，

5つを統一して活動部阿を考えるへき

ら，すなわち，当該地の日然条件，

ら出発して，努力の力向，任務， ii胴凰研究

I→ 

まだ，農業科字技術活動を計両するに昇たっては，自然科学と

倅を正り雀に処理し，研究て出来卜った祈技術が技術［内に先進的てあり，

f平r})」―→ : → = J_i_、<JU甘され ti. てぎると日うところまてやる必要かある~）こ v) 一→ と

1-

るここではなノ、、

と経済再生庁と

を払い，技衛と閃係した絆済や経済効果を考えていない，科学技術担四のどれをと')ても，す

へて経済0)出売点てあり，経済：二帰J-'る。人為的；こ作られた自然科学と経済科予乙）分裂現象は克

服さ；/Lいはならなし｝。牧々は自怒科字的技術間題0)探索に努力すると共に，閃連する

及

ることてある。しかし，各々 U)自然料字者に

i二留宣を要｝～ると―□うことてある。ある

しだも 0)であることが判ってし lなく，単に「l然科学的な技術間題だけに;1・

I 
'--' 
ょ已｝

［：地生摩I牛

しなけれ（よならなし le

ーf
 

キ
ムI

t
 

と(/)関

とれ，生

しし）時代

す

レ

は叶訂こ袖助手段ピして『月）4 Lるt,jJて

あって，平純心日政命令的な力法は克収されいはならなし l。

劉瑞直はI*心J〉ごとく，・研究の管岬に閃して、日標や閂題0)設定，農業近八化J)ためJ)デ叫"-

且llし

かくしご， 各段I乳がi)研究懐閃0)

v)ようこ］心-・'-'._-cI_ lる。

ます，中央v)中

ピ関連，史（こ，研究と

は全国い

に-;し)で車要なぷ唆をf」[')-, し＼る()

：こ-)し'~.~以 I"

センターをなすも］）てあ··)~ご，

技術発展綱要と農"$'.iJ)発展高要を恨拠にして農牧菜り市、直科学印日

かある。また，全国的な屯要項日 1こ,)し：ては協詞研究を組緑し，

してツ［日粽とする必要

U)産贔：と買量J)研究間

を大幅｛、こ高める必要かある。基礎研究と王里論研究を怖化し，応用科学と賓掟：言翡合せしめご万

土だ，国内外豆）科''?技術情報を収集し，互恵[I勺に国際科字技術交流と協l,iJ五斤完を目的的に展開す

る また中l吋嬰業科•'?院は全肛恥）科げ：技術活動を指導し，院直属U)研究国rを掌脚しこ研究活動］）

と建設を行し,, I叶家的屯声項日を分担し，令田の協1口］研究を組絨しなけれはなら心し、)0 
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白 区） U) ／キ,c~, 
~
~
 

l
/
 

Jヽ
.

~
/
~
 及ひ

: -、r
v~, そ

'-, 

二:U) 

含む）か叶．．！心と

~'、>
不 I・-、

'., ~)、
''/;J -、一

を、，JC、し

¥
:
 

.
C
 

）
 

，
 

＂ノ

を

q, 央｛土

青

連剤門と省

;-
，~ヤ→

及：こ玉る 0)である 0

こu ） 

し、＂る。

を行う文，国uー）内外及

て県段階J)科学技術普及活動

は上から

出区を含む）段階の技術晋及機構の外，県の農業技術普及団か指導基地となる硯在の

しi“ こ

する ス3

—-l —-, 
ヅ <J() 

I→ I 
- e,, 

する cc

U)水進を高め，

怠かっだ

白

する必＇駐かある J

'-r し、'-,

以 j・'.0)ごとく，

しだか，中［月では l麗'―—

で：上 化v!

心 ,!_if¾'.化を図る」一-c¥

そ豆）

することである。

をとる要かある・'

ることが胄ましし：。

'
］
 

、
[m

(こ辻べだとおりであるか，

-— l
'
l
 

ら応用技術にhだ三）

ょrI
 

ti:': 五 iこ活用して

と

る重要間粕（／）決定に昇-)て，

．
 

_―-
一

)
/
 u
 

ぐ

これし

に→つし)て

しては以fUJ .;: 

を袖化し，更に

/

-

I
/し
)

， 
し、一

屑する体』LJ名と，｝

~＇そ())

ぺ｝ヅ'✓ +LI,
ヽ~ 一-'¥―

＇やiIぅ：こは， 省J)

，個々:])研究所や研究字に対し

ナるようにしなけれはなら匁し 'o

や教育及び晋及と U)関連に -Jいて劉踪竜U)

）中・

をLILL究し □し＼る

閃

り方［可ピ任

｛よ撃-,ており，他｝］

受tJ-J「11も出来 L-,-cし)る状況U)I、/1

レ，一

の

ヘ，’j
 

/'-. 

':＇j
 

，
~
~
 

ーf
 

〈必位がしJi,,

を紹介

こり）間を如何に し， を取り-)-)連用する ） ， そ』し

しこ対して，咀確心解否 えている 日すべぎも(})である。 もぢろん，内容的に｛よ牧かlT)と

--')← -0 



そ令

ノ
＼多、）

、

tJ
~) 

t
 

ら るもりである。

3)農業研究の展開

(1) 農業研究の変化

前述CJ)如く，中［土JJJ農業研究は文革前り）農民豆）生産経験0)紛括，あるしバ土

されるなどの変転を重ねてし}るが，そ

リ）間0)研究J)推移0)一立扁を「中国農業科芋」 0)掲載論文にマついてみてみよう Q 「中［可農業科学」は

文革罰は年12日0)刊行であり，文吊後の約 9年間は木着のため定かでないか， 1975年以降は年 4

81年から 6期刊へと，

を，分野別， 属機関別 ?

t

 

.

J

 

、

a
I
~

¥ì
i 

1965年， 1980年の 3

2, 3に小されるとJjりである。

2「中国農業科学」の分野別論文数

表 3 「中国農業科学」の執筆者の所属別論文数

農
部

学大

12 

3
 

15 ?] 

ます研究分野別には，特こ閏民の高産経験(J)総括，様板田での研究成果等を牛寺掲し，研究方法

の中には科学実験連動の進め方について U)論文を含めて概算し~ てみると， 1965年U)報文ては，仝

138U)うち半数以 J-0)74まてが以上の 3")(})分野によって占められ，そ(l)残り (})64論文に／）し l

ても丁度そ U)-'ド分が栽閏・飼長「梵jf糸U)もので，当時は如何 農民J) 見

しが盛んてあり，且つ増産連動に屯［九が屑かれていだかを物語っている。なお，酋及の欄は主

として大塞連動に閃する諒文てある。

このようなことから，論文り執筆者は広汎にわたり，党の幹部の論説や人民日報知光明日点1じ）

論説0)再掲載から，中央0)国立科学院や農業科学院，省や地区0)科学院から，農業部，省や県の

汀政部局，県の推広姑，吏に人民公社や国営農場にまで及んている。

しかし，文革後0)1976年になると次第に内容も変貌している。誨文数は刊行［口.］数り）減少0)ため

半減しているか， 10年甘りの科学実験運動に関連した「様板田」は第 3次 5か年計両期間ま
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五とされてしげこだダ）か， こ J) 時期には~その 共
レ

r- く姿を消していろ。

は，水稲の 2

しヽ

これに他の作物を入れた 3熟制(3

に関する

るf
l
,
 

ャ`戌

してし.}る。まだ，

ぎだとする多く

は1970年から再燃しだ大塞運動に関するものてある。しかしながら，これら

しては76論文の中で27綸文と祖対的口減少し，これ

であり。

として仏汎にわたってし名。

A
f
、) を としグ、口 iし｛こ

えた｛本裁のものに変わってきてし＼る。

この間J)研究成里に')いては，

-2, 30)もJ)につ"¥て敷えんしてみよう c，

を吋i用した中でそ (j)丁）硬心ものを字けだか，

(21 農民技術の総括

そし／）第］は，

人で

及に移した

から現在

ある 3

と思われる 0解放罰

4

、
、八、

L

:

 

たり WO

~soo斤（約 3·<l.St/ha)程度U)稲作収量であったか，解放後L地改革によって経済に日覚め，国家

的に日覚して，稲作改善にし夫を凝し，1951年：こ畝当たり 1,400斤0)高収景を字けることがてぎだ。

--ー互助組が組織されたか，こ豆）万助組は78の構成て，81畝を耕作して l'だ。第 1年日には 772

斤，第 2年は812斤の平均畝収をぷし，賃時，省0)1人］外から見学者か相次し＼

ること等 れだとし)うことである。その時の技術

専門家こよ・:,て一，

（落合稀），健伯

（育壮挟）， （小株密植）に ったとし lうことで，直ちに各地へJ)普及が行われた 0

陳永康の技術として著名なのは「三黒二黄⇒てあるが， これは1958年に蘇小卜1て間催され

で提出したもいて，各分野リ）屯門家の総括を受け大々的に普及に移されることと

なっだ。こ 0)技術は「晩稲0)田植半日前後の後，第 1[n]O)分けつ肥を施し，分けつを促進し，苗

に第 1回日の里色左出．竺しめ，分げつ木期に排水し，軽ーく田を「して伯豆）色を汲くさせ。第 l回

日J)黄色を出させて分けつを押える。次しごご，・苗か黄色にな，）た後に追肥して成長を促進し，

2同目の里色を出させ，幼穂分化初期に排水して田を「し，菓色を談くさせ，第 2回目の黄色を

廿¥させてJ・.葉J)成長を押える。そり後再ひ水を浅く張リ，追肥をして第 3同日の里色を出させ，

しだりかん水しだりして穂先か大きく

なり，第 :~Iい1 日ヽ)貨色か坦われ！ビら，

ょうに肥料を号え， i廿穂前］~ 週間頃葉色か淡＜

を押えて f到（大を防止する」というのである!)。

1 l 1; 東水）柑「f予I」名^` （中国農党科学， 1965年， No9)及び i (Ii本経

済協全， 1974年3)]) (こよる"

[I 

う
・
]



!3! 実証的多毛作技術研究

この期間中に

二でぱ水栢0)3期

した 中てit日:れる J)は
。

ス3

マ戸 Iキ
ヽ¥6, 

でU::コムギ， トウ七し1ゴン，、］ウリヤン

な・Jご。三）まり， 1 日

~
 

f:_ —葺二誂制（双三制），

るーし
ふ
f‘ ぇ 双二

は水柏面積U)83%を占め， '.220日 日嬰文（こ丸I して 240~250 日 2 期作水稲が作付げされ， l

日は450日以j- となる。

()) 1976月二O)No4, lこ；ょ.ーれ，ら に閃する 竺lしてし＇る rf)て，

そU)

J
 

[
9
 、1・・

応，)二~, 人［］は乞（：

い）

！ょ少匁、('

U) ）』l-cしlる」、マ〕て，

ある。五他県it

1人当だり,!)耕地は0.7畝以

：こ］圧し叶上11H]地1こ

る。 1971年以来二期作

だり 2,000斤甘りf妥Oj

／；予：｝］こ力;, r口］し I、て―J尉竹,(J'.) べ '.B6 へ~2,777 if;:,:: とこ 1 It  -, 
し.、.'l/:) 

') - 1 ．）ぺ：）い、 6月初めに i<iJH rt1 

：ょ 1i(\/Ji9~-1] 月と思、4) オ L る。こ(})ご

合 U)~_jt/jffr—い）限叩ix 打｝は-mo ・~xOO!『ーし考えら;/lる。

成と移柏適期(})

12 日以内。間断叩~;、中「しと

して，中期柏を中心としだ技術(})ようてあろ

刷恥

（杖―:_;訓）（こ-)し＼ご

'-)し lて/f土う 0 6T, 

け月末に

ピ比べ，-

そ』しに古虫

:. 土l,lOOmm1い／立:,

11数応J220fl</)条flドにあり， 8・JU)県， 222U>人民公社から成り，閃民人U:J84h,集l、」jU)耕地

由積672)1畝ごある 0 f卜付ttは秋罰竹均ては，水柏S73Ji畝，棉花72万畝，

360)j畝，ナタイ、76h畝，緑肥l80Ji畝等で，合五十ltl,261万畝となり，上地利月j辛：丈188%となる。

こリ）

左9

は合作仕化か砂潮期U)1956年・から19691fJ)

ア人）ズ-し)るが，

1969~72年U)

it 緑肥—-M\--·fir位）禾i且口間作U)試iに 1964年，から

附JI:.'、 t-—~ イネーヽーイネ， 又1、:l:ナタネ イネ ーイネ

だ'・文If,甘rjU) 1965年こは直月作稲と双—:＾加」を合せご

を通して i-t t 

っこヵ¥1975;y1こ（よ436Jjー"'→

し， 11/i期柏か!08り畝，後期和か480万畝，水田面積こ占める杖二什;rjJ)割合は84%, そJ)中ムギ

イネ イネとナタネーイネーイネ())占める割合は80%とし＼うことてある、9

：ょムキU)播種力、lOHド匂 オオ］、ギ~ヵ、 5月):rj11ri), ::1 j、c¥こ力;5 f」Iで打J, 甘lj月;r11不、（よ

4月Iド伍］，

阪｝直が 7)J下旬，

5 tl Hリ）り''、,ti n . 1・・年），

8 H !OH かくし -c、

8 /J l~iリ，役WJ イィ、 6月叶l1FJj, 

後期イネ(})間作こなり、後期イネは—＾日仮柏か人り，

?R 

l I]中旬となる J i正って，ムギし')播柿：［

て
l
i
)
 

レ｝ ［こ1、lし(し)こどしこなる 0



日数は450日， また， 220[] 日数に対し。水稲は240,~250 日 (j)

となる。

は 3作て畝当たり 2,000斤以L, すなわち「D屯根田」 (l畝 1屯） ())段附：こ達して lIる

ごある。科学研究所あるし汀よ公什や大隊0)試騎mでは既にJ,llOO
，
 

q
3
 

キ
土

~
~
，
 

て,,る例も多く五られる 0 その場合，ムキは800~l, 0501丁，前期，［イ、か1,IOO~l,250斤，悛

イネぱ950~1,050斤.0)収鼠となる。

庇肥は 3作の合叶て平均約350担（］相は約50kg), 成分て基肥が64%, 追肥36%,r行機賃肥料

は57%, 化学肥料43%の構成となっており，有機買肥料の多投か特徴的てある。

こ0)上うな双三刷を成立されるには，用水を確作し，

てあり，機械化も必要の要件て［闘：こ動力脱穀機 8 A や

j)一ぐ ＇ど

主9だ， 土l且す］月t『『UJtこ/;/)に

Oし

、）ブ
勺

と厩肥Cりため i))

田 l頒猪」を実現してし iる3 もちろん，ニ

イネ｛こ 9月木の障書墨）冷害に耐える品種が求められる。こ 0)外，

穂数確保J)だめ J)芹汀直浅挿，牛崖に応じだ紐かし

↓‘J
 

-,,  ゞ

'-' 

fl 

I-,y 

日1打しこflえる ;J<.iilハ、J)ビ交旦ヵ:クし

してし＼る、万

て 1畝粗

は，健苗の自成と適期

防除工

か，

に三）し}クこみtぅ。河北省i})初業県i:l:苗河以北0)石家計•し［）少し北'.

は180~190日(J)条付リ）ところである。こ (j_)地方はもともと 2O: 「 3 作地愕ご~あ，~）だ

を目指して，土地］）集約的利用を企図し，間作（こ土ってコム『， 1、ウモロ :1/':J 

ウリヤ/()) 3穀作を 1年間ご実現しようどしたしのてある

6万，比地は条勺3Ui畝と翫定さ｝しるか（明

ら推定）， 1973年(})秋からこ(})三種三収制を実地［こ移し， 74年は 7万畝，

はなし＼が，記述内吝か

にl.t12万畝に増え， 76

年に 1771-畝に批大してし＼る 0 こ(j)だめ畝闘だり収贔も 1973年か575 タ）だも(/)

74年には6871『，更こ → は777斤へと卜→昇してし,;,:,くう--::::_柿＿＿三収制だけ：こ＇）し'~こは， 1,500/r 

から多し l大隊口は2,184 J『を芋けだところもあり， リ ―[1屯根田J 、 してしヽ る 0

第 l こ]j、 4二しtlOr4 初句,~
『f
 

t
3
 

ゴウリヤンを 1、ウ［ロコシり）間に入』しるいである、9

にトウモロコシ~ を播き，コ j、ギUJ収穫役に

日放は ::1ムキが2りOf!, トウモロコシどこ~）

ウリヤン l々lOfl、今 ダ．）ご間作U)期間i.J:11011余となる｝ はこ U)外

：これn々烹）り、 :J2J) 蓋r-lf\·~土：こ')し‘ょ□了 ヵ州支も収贔が多〈， 二Hに次し,・tへc-:I 

ムキーートウモロコンートウモロ ::1シ，次：ニコムキートツモロ 1

うこと-こある＼＇）

「l又はサツマイモり）mnとし）

を了J-jに｛土，肥料と水］）「当か刊月提となり，こり）だめ（こ、―ゾ)2年間で1,000以 !・.OJ

を堀っご合は4.600本O)Jl:}iを用い、^ し（月） i 1本門たり 67畝，／）まり :"ihaiこ1本）， -!:. だ， I既

肥0)ために豚18h叩，嬰家 1fi'彗たり 3煩を飼長「ることとしてし lる，、械械化1こ・Jしlーグ、は特に触

I l こJ)双二出!Ju)珀は「 1ーエば百水析技術訴発展」（汀蘇人民出版『十， 1977年）をも参考ピしだ J

q̀ 
ッJ



れてし dよし) し>J)で人力の こなるもの i1 
゜

るため， しl,一I，"J ＜ 図 20) 

な型 してしふる。つ り， を7尺と 7尺の 2 コム

凸, i/ iキl，、/ナ'-y , l t 2三）仏）畔 リ9貪 ， k' 、-一 →, __ , ,£',, --ヤヽ、,,， 2 トウモロ 今C'・ ク I し芳

トウモロコシ (2朽 トウモロコシ (2行）

;:;:i~ 元~ ,E-jいい
I 

ぶ. I 

コムギ ; ―¥ 
I -了ムギ（コウリャ >4行） I’ 

／
 

← 2 .4尺→

く 7 尺＞＜ "" / 

図 2 三種三収の作付

存

は，

}~) •;~~ 

にある

マせて， 地カ(})

は，長城以北てC.)I江 2

~,,、り）
ヽ v.. 

＂こ を図ろうピしてし)ろヘコムギJ)

は」ムギ， トウモロコシ, =iウリヤ /0)順となる。もちろん，

である。

にある

fl数はわずか140日と l'う r;-, ~ .,.' 
I ,_の,)'

として

ょ
~
~
~
~
 

l『［しか行わオ［てし lなかったが， な し，両熟制の実現：こ取り こと

となった。

作物はー」ムキとコウリヤン，あるし＼はコムギとトウモロコシ

1・ 
Vヽ としてダイズ，コムギ りにナタネ知エンドウを作付｛｝る

ス勺ぁ こし!)外

もある。まだ，ムギ

し）刈跡にソ/{を入れて更に集約的利用を図ることもある。 J)耕地面積は不間であるか,1975 

• :1ムcl'と1、ウモロ］シ0)両熟制は 3万畝近くとなり，也鉢ーは更に拡人してしヽるとし噂）れ，収

厨も両作物い合』~て1.000斤以r・.と~; る例もあるか，平均して800斤余ピ 1,.,〕ことてある。

こ(})両熟制はとちらかと万えは夏作物か主体て，コムキが中心てあった前記0)三種三収制と

なって l<る。両作物共に作付0)前後か間作となり，作付り）様式に若1疇）］．：夫かなごれてし)る 0 :1 

ム Y' とトウモロコシい場合に-)し'てみれば，一--)は 6 尺の作付習り）中て1.8~2.0尺 U)紐し珊上を作

り，そ U) トウモロコシを配列する しよl.6ft, オ朱間1ようへ.6、Jて，
，
 

3
 

、
す
{

，
 

'.100~4,000株てある。畦間は：］ムギ作に崎てられる。こ h口は別な作付様式もある。第 2は 7尺 2

,J帯とし、 3.6尺(/)畦を作り，そ 0)上にトウモロコンを 2條，株間 5~ 6 ,jピして，畝,JJたり 2,

800~3,300株仕立てるやり方てある。

技術0)要、点は，特：こ 牛育を促進するために早生コムヤを ること 両作物0)要求

なり，且つ又相互間())悲影評を避げるために施肥芹())面で細かし を要することである。

以 l・.UJ向から北へ0)4例はし｝ずれも罠業科学実験連動及ひそり）延長線 r-.U)活動におし；て，現地

した技術てあり，現場に直結した研究活動の成果として興味あるもしりてある，，しかし，

そのことは硯段附では如何に食糧の増呼か重要であり，技術的には労働午産性上りも土地生産性
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水梢はいの雑種強勢を利用する ので，

に比へて畝当だり ，多し此易合にら:mo~4001『 ｛こなり，

され，

だり l,OOOf『以I

(})附旱をぷし tヽ~ 例を少なくなし.)とし,,うことてある。また， と他作物Ci)祖合せ］）如何によ

,
J
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し
9
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れを母木 とし，他方60年代に

→ そ(})I、ドから

とし｝うことてある Q

こ］）雑交水稲は

;j; ニカ） へじ）！心！廿

を占間し~ た時に

につし＼ては夕/ゞ コ，

hれてし｝ろ。

プよっ

の

しだとさいてし＼る。

を を父本：：：：した雑交水稲0)某礎が作られ

されると同時に，

雄1―生不稔株の代りに某剤 ？
勺

., よろ殺雄が大々的

れて以来のこと

（保持系）として

（インテイカ）力)ら糊（

i
J
 

ごれるに至っだ，

トウモロコシにつし｝ても

ー3
 

9

、‘とこ）
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197 

し, 197:1 

＼＇ 

採り上けら 7,lでし;t:. ",, 

＼
 

9
,＞
 

，こ

され，

コムギ，水稲に＇）いて成功し，
:1, 

の説明によれば，研究開始年は1971年て既に こi し

及に移されているとし)うことてある c

1) 4例(j)凰詞文名は亨

農科院五華且点組），

l) 「充分利用自然資加、弩力貧取中栢裔1年 （広中省五華児農業局，広由省

2)「堅持斗争狐改制： 9 年二執奪高産」（汀蘇省蘇州地区革委会農業局，汀

, 3)「利’戸柿且1創新路，三種三収名増席」（河北省新楽県吊委会）， l) 履

北柿出両仇［『l:屯北地区以小麦、互前荏的I甘l空複種経験 1(中国農林科芋院原f椛利l廿研究所市'「tt

Ai)祖）てある r

2 l'IYl「発展雑,Zf_水利11的じ「間閻パ

3)祈関宏夫，「［ド[E](、←=お iJる

1978年， No1 l 

（食料政第研究、 No18, 1979年）
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t

、Jレ｝↓
―
 

）
 

りレ―ス3

れると［け）時に原種圃を作り，

噂）¥_(こ-)し)-こ~u>r閏1,C,ヽ，

(!)適ボ旱としては，研究所て選抜I占]¥t,

そU)役人民公打

ぷり';~ 占^ ノ
ヽ「口］＼，

2 [口lUし', I八つ主り 3

交配から

日t票は削期伯は、「オ［朝 2り」、後］［／］稲は

lる

ピして況IJJ]を受げだり）｛

は年間約600ピし lう

（人仄公『士）

な U>
,_ 
5) i)' 

さiLて実旭に用し」ら}.L ;J) 

酋及は極めて迅速に行},J ;/ L るこ U)~. 、ピ·:.あるし」

;::,n 

が")t l-: こであ·>こ~,

テストを

J) 

こし）研

4
 

マ）： I,¥応(j)

6
 

二 ['j

豆）生育札JU)元尻：こ -Jl i 

うこと-:あ,)Iトー→＼，栽柏；密度は 5X 6寸であ，＇）た。

を

象的てあ -"1 f:_c 

し，'Jifi赳な成り!. ごある る、よ
-

）
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長

c~ J)外，

ぱ 6研究団か71諜見且に収り組／しごし)るか，

(}) 

ヘtことお I)-:ある力;, 197叫秋こ育成ご；！した後1975年に各地

とし，

:、— i」 i (t口(¥心、

ti 

J;;) 

ば 5~6 翡見を担‘りし｀齢]30名か研究：こ i応巾しごし l る c

重jー

J

口
t
ロ

や日

Iター ブ J・'~'-し ''c) IJ ", 

そいう九
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秀 l乃
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食II木'i
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にしの o ピしし

甘フェロモン利用：こ土る瞑虫C))

水、［ロ

：こ 'Jl 1 -: : t /!~-: こ

暑1文｛こ移 '¥;jし］・―・ どし\~)

れる。こ J)外ラミー（予店） 「メ丈-:_.fl] ―~ ヵ;

し)るも U)し）疇 イネは兎も角として，

をこ:(t易し；状況にあ-)て， こU)ため，耐冷I'い）イネい）育袖か［打］粗こなっ-こし＼る。
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長 られてしげこ髯子；［流域ては前

イネ｛土 9月20[」

とし＼マ）国判を開発してし＼るか，必ずし

に28C』')、『_.())低温:::見

これ 分 (J 心~,

l .' 
しに．

） ー

::_tu、こ対しご

！！本J)」t:

I l 白/t_]!;_;}ミ，

り
ウ

ウ
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るいは東北の

しかしながら，

りか竹その理由は正かてなし）。それても，

tJLlf, 

また，双三制0)だめに機械化0)必要性が高く，特に機械移植が間題と勺るが， -

は機械の開発改良を担昇する上海機械研究団が実施しごし‘ふるとのことてあった。

信お，上海罠業科学院は食用菌研究所を持っているためか，研究用機器か比較的整備されこ：ゎ

曼
)， 
~
t

・ 2基の,,,'-

大容量冷却遠心器 (2J」

2 中国の熱帯農業研究

1) 華南熱帯作物科学研究院の経過

こU)研究院は ~ ,-下――HI(こ

人を望んでし｝だ。

''段階にあるも J)と思われる。

され， 1958年に

とは前に とおりである。 1960年 2月に

よる ふ
~
・
~
~

カスクロ，日本製（日と）の超遠心分離器（く 8

さ；/してし)るのが日につし＼だぐ

とし lう題討を残してし＼るか，「中国農業科学」にこ

この地を視寮し

を標題にしだ20年間U)体験記か褐載

ぎいている (J)で，こし）中から研究院の活動の推移をみてみよう 1/o

前述じ）ようこ文化大革命はこ 0)海南島にも深刻な影鰐を及ほした模様て，多く

な試練と教育を受け，階級闘泊，路線閥争と革命の継続と()う白覧を高め名

,<')亡ノ
t-1木、、入り，

してなく，

↓
i
 

,
'
`
 

9
,
i
 

を以て科学研究を指導し，科学研究り）進歩

し三） > 

目した

した~、一

4
、
{

、

9
~

く人り喝

ずることが

できだとしてし)るかしかし，一方では 4人組の反党集団は，

陀殺し，研究機構を破壊し，研究設備を分散し，科学研究者の全員

(})要請ずる課題は中断されだ C

そI))役，華口峰か党中央0)領首となり， 4人組反党集団を紛砕し，科学技術活動に「月しごm:要

農場にド放され，

を

を行ってからは、

めると共に，

は動員

を実施しし-社会［義科学研究競争を行うという

々と開催して［気を

まり，年と共に

形勢は好転するに至ったとし)うことてある。

こU)研究院は移転当時0)恥員数は400人， 1977年には2,300人となっだが，雑木か被っていだ荒

野を伐り拓ぎ，全くの臼紙から出発して 2万畝に辺い試験基地を建設し，各種の実験棟を建設し，

名種0)機器や設備を整えた、}そオしと同時に， 13の試験隊を編成し， :i • バ）

畝以上J)ゴム，コショウ，プ＇ブラヤシ 水稲，ラッカセイ 農作物を

作って 1万

し，大

l) 「q叶吋農業禾↓学 (1977年llJl, No. 4) 
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畠:J) るに至っている。また， し， を渭さ竺

，こ450kv,,c0J水力発電所も し，運輸用 し

新型じ）基地を作り上げたり）である。もぢろん， し， 

を図ぅてき応。なお，

等を して貢献した以外に，

コム， 16:Jtu)椰f油，そ U)他胡鳳 1 --,. -・ 

名：「l傘合しだ殴りとし -c,扉 I[こ数 Ui

元を上納してし}たとし〕われる。

科学研究面では1977年まて31項目の主要な成果を挙げたということ、，

つかのゴム優良品種を育選して改良を図り，従来の実生樹の品柿に比へて 2~3倍に収情を閤め

た。それと同時に，熱帯作物，緑肥，牧草，薬用植物等0)導入を汀い＄作物資源())培養を図）て

ぎだ。栽培の部面では，「四化 （良種化，林網化，梯田化，覆蓋化）こ両捉削」（防風林，

どし）う、［ム栽培U)前提惜罹 ると共に，マニラアサ，ヤシ，アブブヤン，コン・1バJ

--_)いても成里を収めている。こ、で五う，良種化ピは培収品種や蘭甘冷廿品袖等(/)

化はニム園(})区間や配置，梯田化はテラス化亨覆蓋化は林内(})カバークロップじ）ことてあり，向

捉訓は辺成に賃って防風林やテラスの措買を講して買くことと れる c

ゴムv>l要病害の発/t州や流打の法則性を明らか（こし， を、，J~ しでし iる。

ま、fこ，利用加工り）部rnIては，ゴム液豆）濃縮， ゴムやゴム 史：こマニ 1/;'+/' ア I

ラヤシ U)製品加[(}) 熱帯作物につし＼て全くの亨白から名<r))成卍を挙げてし)るっ リ）

最中ても，エチレン刺激剤を用しばこゴム ゴム ゴム生庁(})動態分析

法等17項目の新しい成果をもたらして 1、)る。

こ())ような研究成果がとのような体制0)下で挙けられたか，吏にそり）成史を現場と (j)

)- ---ー+- -)、 どれ、 に結びつし,-cし＼つだか:::つし＼て，以 1-・c「)4点に分けて紹介し

し;るか，そり大要につし＼てみよう。

第 1点は、中門家と農民群衆と U)結合により，相万0)積極件を発揮して，共同て接五し，

U)重要間題は進展し，好成粕を収めたことてある。例えば，＿］ムリ）遺伝育種U)研究がこれごあり，

まだ，エチレン刺激剤の成用もそうであるとし)う。 1976年には広東省内ては2,000万枕以卜にこれ

を応用して，夕、、，ヒンクを30~30%誡らい 10~20%0)増産効尼があっだ、うこ IJ)研究に参加した

や技術員は1975年::.:2 ; j人に近<'試験（こ／廿しヽたコムは1,000万本：：遠したと言;/):JI心，9

第 2カは，試験，ぷ範，推広の結合による研究成果U)生年ヘり応用である 0

隊や科研軽騎隊の派出，学習班J)開設，現場会())開催，日」い物や小冊f'O)t扁f上出版笠を通しご，

管帖区域の多く U)幹部や群衆に先進技術や先進経験を紹介し．研究成果を推広して，群衆i})11:.1平閏

争を迅速に進行させる有力な武器としてきた。 1976年には，エチレンー利用技術やタッピン

技術U)推広に打っては，科学研究者，職員，教帥．学生(!)l()()人か参加jーる 10の軽騎隊を組絨 IJ,

を携行して70以 JU)農場に赴ぎ， l h2.000 人以1~心 v)農場ll成けに広授，ぷ範左

打った。他JJ,剪切式顆粒コムの科技軽騎隊は 9-)県玖）25のコムカLI上場に向し', --・ 力て｛よ

を間し＼て技術幹部を研修し，他方では群衆と共に加工場の改凸や新技衛り―□竺的要領を把握させ

3;i --



,-ヽ1,
ぃー 9—,'! つ を図り， は400万元とし＼

もv)ご‘あり，

ヒ[
~
し

3
 

は2信に恐まっだと i,,うことてある。

1こよる成渠である 0 4 

！よこり）期間巾も し-c化汀

期間に多く C lる。例えは，］ム

ることによって， を行う 0)(こ科学的根拠

は， ゴム

につし~

ては各地区から数「0)標本を集めて分析を行'.,, 大数資料を集積して :1ム(/)生育良好でゴム液庁

出か珪想的な時豆）栄養素合有凪0)指標を『「成した。 1976年に250)農場と協同して， lOO)j畝のゴム

を打し', 5)j以上(})標本を測定し，併せて多く(})地，［仄て施肥試験を行し', 広東省(})

]''ム園(})栄養の現状分布と爪要栄養素じ）臨界指標を明らかにい地に応し樹に応じた施肥の根奥を

しだ。こい方法は既に生産に応、［廿苔れ，肥料い節約ど共に充分に肥効を発押し， 10%0)増収

灼士を学け，これ主で(/)施肥に起囚しだ病書をも人幅に減少しだとし)われる。 1976年には，湛江北

部地区のゴム

し，

は，これま 目的施肥を改める、.'..とに J::-, て， リン酸カルシウンを

欠乏て生してし ,tこ戯葉病は50%以jから HJ%以~トに減少させることかて

ぎ左とし＼う C

による成累てある。か-Jて中田に はなく，＼―~- ;/ lを進め

―― ＼
 

ーい
9る に しかなかった。しかし， 4 人紅iO)時代にはそうし~だこと

を「 if奴哲予＇」や「爬臼主義」なととしてー~湘見に徘斥し，手足を縛って外界から隔絶させられた。

そ］しても[;八束い「独訂自｝，白｝．］更生」や「汗］り中用」とし).〗教えに従し,, 独自に活動を進め，

叫亨）先進技術を吋入し，学因と独且りの糾合を図った。例えは， 2(叫釆U)収集した各種し）外［月語

J).f甘支閃係図書は 2万冊，定期「I」fl物は1,000種以」．に j り，こり)外：こ外国文献U)ほん沢出版は2,

()()()Ji丁以［：となるとし)うことごある。こ U)ようなことか，祈技術0)開発に貞献し丸くの成果を

る¥{Iこな？てし)る｝

以 lリ）ように，中1王]U)此業研究をめくる語＇［青勢 U)変化は，確実に侶『地の海南島に主て反映し，

こリ）間歳多U)苫難を乗り越えて今日に王った様了を窺い知ることがてきる。

2)熱帯農業研究の現状

研究機構はりifJに述へだ0)で省略するが，本部U)ある像県0)研究院は圃場は1,200ha, 研究員は

400人全て，そ0)70%は島外出均者てlflめられている。熱帯罠業研究は解放後初めて開始されたも

I))てあり，主力はゴム iこ閻ぎ，順次他の作物にも精力を注しご:し)るかのごとくてある。

(1) 実験圃場

i) ゴ ム

周罰か防風林て［井！まれた2.0ha区画(})プム を した。 haー当たり 400本v乃！密度て栽柏CiH 

た 17年生のコム樹は周到な管理の「汀こ乾：」ム3,000kg/haリ）収穏をもだらし，他より 60~80%り）培
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収であるとし iう。

この理由として①緑肥作物により土壌の肥沃度を維持向上していること，

を行い，適切な肥培管理を行ってしヽること，③エチレン利用による刺叡

技打ち， 切梢などこより してし jることの 4点があけられた。

、- -' 
又 /J'一こ号

品種はインドネシアの PR-107であるが他にスリランカ U)GT-1 , でレイン YU)

を通して

RRII¥I-600 

及び PB-86, 自ら肯成した海墾 1号が栽培:れている。

杖培上の間題点としては葉枯病があり，特に対策を要ずる市要研究間題としては台風害と冷古

があるとのことである。

コムは華南熱帯作物科学院が最も力点を置し＼て l'る作物であり， から｛責極的に優良と lJざ

れる品種を導入試作すると ，祈品種の育成を精｝］的に進め， すでに f海墾 l ‘）炉L~ J .J 

を作出してし lる。 さらに，後述するよう による肯種 め， 1且：界にさぎがけて成木ヘリ）

に成功していること

な多収技術，風害，

に値する c

病虫害等

この外，地力培蓑，施肥管叫，

る各種0)配慮，

刺戟削利用等U)舵合的

コショウやチャ())間作：こよる高収益生

序性v)追究な 日すべぎ試験研究が名<' これら 0)成果は国営閃場O).F見場（こ適用ごれ， 人尺公

社にも利用されて l'るQ さらに，

柿了·油の利用その他廃液の用途開発など広汎に研究が推進 ~iL てし)-6。1980什に且ljfljされた

ゴム 1こ-)し)ては， タッピング等U)収穫法に閃する 連^(j)研究や

作物学振によ Hは， 1巻所蔵0昇扁文14悶Cl)すべてがゴムに閃ずるも(})口あり， 1981"「刊行U)

?
l
 

｛こおいても 14題中12題がコムを対象としており，如何にコムが重要視され，柏JJ的に研究か

めら iしてし＼るかゞ如実に示されてし＼る。

知るため U)参号として以下にその諜題名と

を筆者が注記したもいである。

そU)研究11、]容())詳細

者名を紹介する。（

ことは-cぎなし lか，概括を

) Ii、］は対象作物］名と研究分野

熱骨『作物''?報 第 1巻第 1期 目録

1980. 9 （文J賃d↑4勿.li}f究＇分浬 f)

対我国熟帯、南亜熟帯植腔区的i平伶ーー合理升友熱帯、南亜熱帯自然資源•加速建投以

橡肢力主的熱作生戸基地…•• ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・黄宗道、 郊学勤、 都永銘

（ゴ；、・

用禽休花莉透尋巴西橡股植株的研究・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

・・・・・・・・・・・・王洋云 曽 究 松 防侍琴 臭胡叶

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・郊学勤

（コム・多拾1本の誘導と細胞小的研究）

李涼英

（コム・約培養）

透号 橡 股 多 倍 体与其細胞学研究珠扱 I・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・亀．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

曽究松

茫高俊

院向民

声文娼

栃光凌

t

/

 
3
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(:Iム・周 I)) 

天然腔乳中糖蛋白的提取和漿定・・・...澪.......................嶋・・・・・............

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・濡芥年 邪慧箔

(Jム・-'グ＇ー）コプ [Jテン())分畑と同走）

橡腔秤子油医用的研究・・・・・・・・・・・・・・・・・・........................................

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・対超然唐朝オ王明英柘良隙国珍

（］ム・柿子泊U)

対薄戻比色法涜定替告皇武元稔定性的探吋．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

··················••.•···············............... 唐敦又古月通黄志蚤

（ゴム・チコ―ーゲン合情に閃する薄l曽クロマトと且色（去）

橡腔柑根尖染色休覗察的細胞懸液制片法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・も．．．．．．．．．．．．．．．．．．
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と適／応性）

用柱色清法提制替告里拭元和海祠里拭元、f示准品……………………
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・唐敦又 古月通 黄志至

・カラムクロマ l、グラフ）

ll) アブラヤシ

イン 1、ネシア，マレイシアから 入品種の適応性を検討してし＼る。収憤は 1~, 2年目150~200

kg/畝， 3年日400kg, 5 ~ 6年目500~600kgてあり，温度不足と ためマレイシアより

低収てあるとされる。 1~/ 3月の平均気温は約18℃て極瑞には 1~ 3℃ o) I氏温に見舞われ， if2 

台風襲釆があるといわれる。従って，低温抵抗性品秤の育成が包務とされる（｝現在TENE-

RA var.; こi丁目してし＼ると U)ことてあった。

まだ，含油宇が21%程度でありマレイシアのそれよりも 2~4%低し）こと，

と竺れる。

iii) 緑肥，牧草等

エレファングラス，キニアクラス等グラス類やまめ科り作物その他約170草柿か囀入さ

されてししる。

表 5.華南熱閉竹物科学研究院へ弁入

されてし、る iな暖地刑牧給

Gramineas 

Bermuda (C)nodon dac(vlnn, (L.) PERS) 

Blue panic (Panicum antidotale, RETZ) 

Braquiaria (Brachiaria ruziziensis, STAPF) 

Elephant (Pennisetum pu,jmreum, SCHUMAしH)

Gutemala (Tripsacum laxum, NASH) 

Guinea (Panicum maximum, }ACQ) 

Pangola (lカgitariadecumbes, STENT) 

Para grass (Brachiaria mutica. STAPF) 

Rhodes grass (Chloris gayana, KUNTH) 

Rhodesian foxtail (Cり1chrusciliaris, L.) 

Sorghum (Sorghum uulgare, PERS) 

Leguminosas 

Asian pigeon grass (Clitoria ternatea (L.) DNE.) 

Centro (Centrosema spp.) 

Leucaena (Leucaena leucoc會ephala(C. LAM.) De WIT) 

Pigeon pea (Ca; のlUScajan (L.) MILLS) 

Hyacinth bean (Dolichos lab/ab L.) 

Siratro (Phaseolus atropurpureus l'vloc et SESS) 

Stylo (Stylosantl花、,gracilis H. B. K.) 

Tickclover (Desmodium spp.) 

-10 



IV) コショウ

高収益作物としてかなり

栽植密度

に導入され してし LlJく）

マルチによる

(J, こしり作物につし．＼て晶

ぅ c'/ ¥. 
_, , .. ¥ -

-Jし;て 1してし．＼る。

られてし)る一＇）てある。

）ココナッツ，カカオ，バナナ

カカオを主作物といココナッツを庇蔭樹とし，バナナを知期l[又益作物として

3
 
にも合理性を求めろも())

的な解明を嬰するか、が多く｀

されている。各作物じ）生理生態的特性を活用し，

目されろ。しかし，これらI『初に-)し＼、ご

し＼わは導人試作段階り）よ〕てある。

けてこ U)

］）配

(2) 研究施設

I)莉培養室

』ム樹U)品種改良は熱帯作初科学研究院の最も な研究課匙と:れる。

交配， に上る は時間か力¥'>り過ぎることやその他の理由から るょ
}

｝

 
I
I
 

に力，点かi宵かオして¥)る。 1973年に研究に l v, 
C
▲
 liJ 

ごれ，染色体数 2n二 45~72(通常'.36)(/)各柿変異fl古Ji本 O)f『出をみてし)る~万し—れ

：こ」バル~ 卜附尉，コルヒチン等化学薬剤処理を併用し，祈盲成個体として1977年に処理誘碍に成

功し t.:3年1伽If本群約40本が露地に生肯してし＼る。葉か厚く深縁て，葉脈か細く，支肌り）間1屈か

快し）なとU)外観的特徴があり，コム生庁量に対して大きな期待かもだiしてし,;soこ(})よマ、j(こコム

長をf」し', 元全植物体として誘髯，成樹に/J:J:けた(})はこ(})研究院をも，')てII討矢とし，そ

：こわし)ても他に十分誇り得るも(})てある。

したか，とくに祈奇な処浬や特殊な施設があるわけてもなく，

めてありふれた てあった。宰内は古し}なからも清潔に保とうとする努））かうかか

われ，育成業糾しそ 0)も(j)もごることなから，研究者り）熱意には敬服させられるもいがあった,_

なお，熔養且はl\Iurashige• Skoog熔蓑麒を某本としてこれに 2,4 --D, 葉糖， NAA,ココナッ

ッ:r!,、カイネチン， DNA,GA等を適宜祖］足的に組み合せだも 0)てあり，品種としては「而墾 l

-•'I海卵 2 ¥_} J /文ひ「熱研ss~-n」か［共試ごオ［てし＼る。

ii)組織解剖室

女性研究員 2名 してし)↑こ。タッヒングにつし)て組織面から理論的根拠を求めようとして

し}ることが理解さオしだ）

Iヽラフィン法：こよりミ／ット籾ミクロトームてこ三）こっと切片を竹・る旧来の手法に頼ってし lる

か，粗皮，砂皮外胴，砂皮1人］／曽，員皮，水嚢皮などじ）組織区分か70信］）白里ゲ真て鮮明に示され

てし ,f:_。
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iii) 人工気象室

'... ,,, ,~_, 
ーベ_,._-, -六 -Lのな）

)- .,  ● - y ・
~v)'·- 、- ,. , 

g
 

さ、

Aヵ―ヽt
し

、大．

i',‘ 
、T
5

何

し

を
J
 

,r‘ [
1
 

r
 一

―

-
．`
 にー

) l- C'、レ
しか、 j ,_ 

ー け温度処理を受けていだ。耐冷件に「斐］する

なし¥で

を求められるものでもあ）だ。屯j噂十測機が氾濫9るわが国の最辺の状況と比餃し，考え〗

せられるも I))があった。なお， ファイトトロンの自動制御盤も研究員の自製によるもいどのこと

であった。

(3) 図書室

る 応ぱ19:11 ら さ、tiだ

"'る C 日本(/)

5]i冊， 1,

も

き出されるの

にだより，

てるものであり，研究の

一 る3 

る

直lごれてし lるぐ9

され， ごれて

コヒーーとして備えらいてし,;s。

は中国ても比餃的新しし

要なこととして重視されてし：る。

あるだめ， と

(4) 付属植物園

研究院に隣接し

用途別こ油料，

され， 200畝（約13.3ha) 

用材及び史物0)4区に分けら

る。

さ;/Lてし)る o

(5) 興隆試験場

本院が所在する偉県 車て 5時間くらし ;J)興隆に されてし lる（］ 。圃場（よ500

畝以L(約33.35ha), 15名の研究 されて t)るD 主対象作物は，］ム, ::1ン・3ウ， 1； カオ，

コーヒー，バナナ，緑肥•作物笠てあり，そ!))内容は前辿しだとおりてある 0

(6) 科学研究院と現場との関係

紺「究院で得,'.,オした成里［よ直ち（こ ー適用 ~ll るが，求めに応し:·•が人民公 J
じ

f音及 u渡しさ』Lる。

(7) 研究交流について

をはじめ20名余rJ)研究員と調査団と(/) もだれた，：）団長からは日中両lliJ豆）熱鬱．

廿1熱帯作物［こ’、)し-lてい研究交流J)邑義を中心とする挨拶かあり，団員からは日本if]UJ研究組織U)

沖縄県における羹丸鬱・ rjfi熱閉作物研究(j)現況が紹介 2-4い また，こしこも

から得られた感想や今役に対する期待が心べられた。質疑応答U)詳細な丘已述は避けて且古粗だけ~を

列挙すれは次］）とおりてある。

?
]
 

4
 



日本におげる病虫検疫の概況

o n 本にお；｝~

}

-

ヽ ナ,,
c_, " 

ギンネムの利用

その他

また，

7
4
 r‘

 

かあ→ だが別項との屯複を

次いとおりである。

ィ

..... ゴムではPR107が抵抗性が1]歪し)

.゚....:?. ーカリ，アカシヤ豆）有効利用を図る要かある。

て

ある。

なお，研究資料禽品種の交換

'') 

ブノ，.
勾。

).--¥ 

レ]
ひ吋支［皐RO叶既況に-;(¥ 

てー
しレ｝

ることから始め，人的交流を

成を

に-)し i

さiしだ；「'_(、{よ

,'¥ ,;J-f,' 
ミ→ ' -、、,', 0 

I) 

要か

しだし}と U)

えられ｝こことは印象的であった。

IV 中［月り）農業と熱帯農業

1 中国農業の概観

最近(})中［月農閉の全容を示すもリ）として

リ）報告と

「中国農業概況J が咄ー())胄料てあり，他方

る嫌し＼はある こオLを中心こしながら概観ずる

こととし、 J::う。

1)農業条件

中国0)総11:J士面積は約960}J'「カキロて， これは付界0叶逹地面積0)6.4%, -)主り的15分じ） lに

相当し，まだ，アシア(])紐面積の21.9%に背-:,こし＼る。地形は ，概ね且1地か:31%,高原26%,

盆地19;1/,'i, 10%, 平原12%て構成竺れてし＼る。

から拒寒帯｛ご 大部分は温惜にあり，

J8~24'C, 

5~10℃ となるく）

200mm以 j・^ となるか，

15べ18℃，黄河流域が10~15℃,

に名＜，西部と北部て少なく，

乳江流域］）年平均気温は

I・片， 酉蔵，

t翡斤汀1、人［行ては年降水り］は］，

ど滑河の間は700~1 , 200mm, 准河以北、貨呵流域と東北地域は

4 3 



500~800mm, 

｝長l災且!])とおりである 0

は250mm以 よ
9

9

 とこる

10.4%, 1 Fi'_LJだり 0.

あり，そU)うら3,500万ha

は8%であっだ

てし lる。植林可熊な荒山荒地は7. る。 ょ
9

t

 8
 

［］］人月たり 0.13haて

ときれてし)る G

12. た7%に高・：：：：っ

l且

や丘か4,670万~6. るとされてし〉る。

2) 人民公社

1949年豆）建国前'―一 [」())3 ］を占める解放区 之
J してし)たが， 1950年

ー「 し， 主でに一部0) いて I ~'• 
にして集団化にとりかかり，当初0)互助組，初級合作社，高級合作社の段

て， 1958年には農村の社仝活動と経済活動を合ーした人民公社を組織し，新しい体制の下

することとなった。

1957年までに結成された高級合作社は74万余であ→ だが， 1979年現在())人民公社数は 5)j2千

てある。下部じ）生J辛大隊は60万余，末端U)生奎隊は400JJ余とし iJJれてし}る 0 公『LにJm人してしへ}る

農村人LJは8億，農家戸数は 1億 7「・Jiである。従って， 1公社平均U)大隊数は約12, 1大隊胄

たり U).1'.産隊は6.7, l公社平均J)人［］は 1万5,000人，戸数3,000余，労働力5,800人，耕地は1,

800haてある。 l大隊平均では人［」は1,330人，]i数280戸，労働力500人，耕地166haてあり， I

哨隊平均ては，人[1200人，戸数40戸，労働力75人，耕地25haとなる。生産隊は概してi'l然付に相

'~ すると l'われ，牧か国の部治の規樟にほゞ匹敵する。 /IーtL,耕地規模 l戸旦iだり

は牧が国0) ~(})大きちである。

公社及ひ大隊ては農党以外(/)企業の経営がn『されて~ し：るりかソ連0):1ルホースと異なる点とさ

』してtiるが，叶営及び隊営の企業の総数は148h, 1公fl:門だり 28.5企業体て，これに農村労働力

0)1()%直く ())2,900万人が従事して t; る。 1979年のこれら社隊営企菜の総収入は491伍1,000万元

て， 1公［［当だり 94万元 (i惰貨 1億2,6907iド］）となり，人民公社の総収人の29.9%を凸めるとし)

うこピである 3 こhうの数伯から しは人民公tf:U)紀収入は約1,151億4,000万元となり，農

家 IJ i当たりにすれは677元，労勘）J1人臼たりては384几，農村人1」1人胄たりては144几とし)う

ことになり，まだ，企業以外の農業収人は660伍ふ000万元で，耕地 1ha臼たり 660元， 1畝当たり

ては44几にしかならなし＼。従って，この「総収入」とし)うのは粗牛．産としては過小であり，

費を控除した純収益乃全利潤とすると過大てある。しかし，粗生産から物財費を互し引いた団得

朴1苔分とみるとある程度納得てきる数伯てあるか，それでも現在の賃金水準か年500~600}しであ

り，それらは国へ0)税や」~：納金を差しり 1 し l た分から 0)分配分てあることを考えれは，それでも

「少なし情＼様に見受けられる。

―ヽ--- 44 



3) 国営農場

中国の国営農場は耕地を開墾及び下拓によって拡張し，復員軍人や帰同華僑に就業機会を与え

る外，大規模機械化経営としてのパイロットファーム的な役割，農巾試験場的機能，あるし）

部や経営幹部0)養成，辺境防備等の狙いを持って運営されているといわれる。 1958年には

所属の国営農場は1,442農場であったが， 1979年には2,048農場となってし lる。

国営農場の総耕地面積は.140万haで全耕地の約4.5%を占め，この他に森林面積が80万ha,

面積が1,266Jjhaである。総人口は約1,100万人で，そのうち職員と労働者が約500;J人である。

従って， l農場当たりの耕地は約2,200haで，人民公社とほゞ同規模てあるが，人l7l人当たりり）

耕地は0.4haで，約 3倍となってしゾる。

国営農場の職員と労働者は国に所属し，一切の財産は［可釘であり，給料は且」からと給工いそ

は国に売り渡される。国営農場には10万haの果樹悩や桑園と40万haU)j四林地かあリ，家

畜は牛137Jj頭，馬50万頭，羊667万頭，豚470万頭，鶏1, 393h羽が飼養されてし lる。 1976年UJFAO

の推定ては，全体の家畜の飼養頭数はラバやロバを含めた馬が2,300万豆Ji,水牛を含めた＇「か 9,470

万印，、f類， 1億3,500万頭，膝 2倍3,800万唄，鶏か13億1,200万羽てあるか;), 国営

のシエアは低い。しかし，国営農場では食柑0)外に］：業原料等の店品作杓に力点を［胃2',繊絋，

油釆f,糖料等のー作物の外に， ゴム， 已皮， 吏に，朝鮮人参，且信の角

行コているとり）ことである。

生庁を

また，国営農場は農業現代化の先陣を承るものとして｛立閥づけられているため，機械化U)

は高く，大・中型のトラクタは 5万台，つンバインは 1万5,000台，

保有してし＼るといわれる。

国営農場でも農覧以外の企業が堂まれ，企業数は6,100,柿類も名<

I、ラック 2万5,000台を

から紡績や農産加lこに及んてし)る。これら U)企業を合めた総生）産高は約80億冗 (1979りー） とし,,わ

れる。この数値は［吋営殷場り）人「J1 人門たり 727冗に相当する 0 しかし '[1~営此場は新墾地か名し i

ために，その40%0)農場は採算はマイナスであるということてある。

国営農場(})うち 4大直轄開墾地区(})ある黒竜江省，祈弧ウィグル地区，広東省，及

場は，業務面は農墾部が直接に指噂するが，行政面は省政府の悶墾総い］がこれに打たる形をとる

が，そtL以外(})農場や［五己Ci)4百以外て(J, 全で省(})農墾総局又は農墾/r,Jか指iば(})責に(『して()

るとし lうことである。 1月令・『農場(})ド部組織は，作業叶奸りとしご，農場リ）規模によ＇）て大隊，

隊に分れてしヽる(})と，直接生庁條になるところとかある。なお，前記(})4大町帖間墾地区には闘

校(})外大学が設附されて l'る。

4) 水利化と機械化

閃業の水利化と機械化は1959年の四化政策の中心的課楚りであり，現在，もなお撃価が進展中てあ

る。全国U)合註で大小U)ダムが 8万 4千余建設され，容凰は4,000億立力mてある。屯動ホンプは

210万余で，かんかし＼面積は総耕地の48%を占めている。
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を 3つ • -Lぶ
にー／」

け，それそれ0)地域：こつし lて以）12年役の単収の目標を示し，また，耕地0)利用度い向上に罠Iし
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l)黄河，秦嶺，白竜江以北地域

この地域

と

面積J)4S%

吉林， 河:1t, 甘粛，

山東と

白
]

゜
夕
◇し44

 

長城以北： この地区

色0)石灰

／口［以北(/)半原地区：

色上石灰性原始褐上か多く，

③ 山西， 1吹両，甘粛地区・

グベ、., 

「 l 数は 163~211 日である、9

10-~13℃，降水量は550~750mrn,

に欠けてし)る。作物生産可能日数は240日内外てある。

は 7~-14℃，乾燥し，

は

， t 

t)。作物生育可能日数は214へ 266日てある。

ウイグル地区： 年平均気温は 5~-15℃,

日数は200~240 日内外てある。

[j:/王とんど口が100mmじ人

青海坦区： 年平均気温は 5~10℃，降水量は130~170mm, L壌は荒漠士が名<'

は180日内外てある。

この地区の主要作物はコ L八ギ，ア'/' トウモロ ::1シ，ロウリヤ／、 ダイズ

る。作付は遁東半島，詞北省ti)中・ それに山東省は 2年 3

てある。そ仏）外(i)作物ては東北のアマ，テンサイ，名<

り）主産地てある。

ては

ll)黄河以南准河以北地域

こU)地域は黄河と准河の間の平原地帯てあって， 11r束及河南省(J)黄河-.以南，江蘇省し「）准河以

北，それに安徽省U)噌〖か合まれる。耕則面積は全国の17% を占める。

この地域は比較的自然条件に恵まれ，気候は温和て年平均気温は 14"Ci付外，隆水屈は

550~80{)mm, 

ある。

は褐色十が多いが，有機物は欠乏している。作物の生育期間は250~280[!て

主要作物は :Jムドが最も多く，アワ， トウモロコシ，：Jウリヤン， Clも類，そiしにイネ，オ

オムキ， ソ/{, 豆類等も生序さ lL, 基本的には 2if :-l作で（わるが，水利，）外励力，

条件か良し-'ピころては 3年 5『卜なし lし 1年 2作を行ってし）る u t・・ロ山の許通作物に IJIIえて， ラッ

カセイ，コマ， タベコ，ワタ，アサ類等り）．［業原料作い牛．産も多し¥)用樹は洛葉央樹，畜序は

河内と山東0)赤牛の外，中小家畜豆）飼養が盛んてある 0

iii)准河，秦嶺，白竜江以南地域

こ豆）地域は四II[, 芸南，胄朴1、広東，広西，罰建，合；ふ汀，両，湖I凡湖化，

(})省，巾，自冶区の令部と，安徽，｛い［蘇省り人部分， 1炭西省U)秦嶺以南，乳1J南省U)准河以由，

青而省(})一部か含まれる。全国U)耕地面積り）37%を占め，殻も氣候U)温暖な地域てある。
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准河以南揚［江以北地区： 年平均気温は14~15℃，最も寒い月0) ても

は500~l, 000mm, 

多く，

く，作物の生盲可能期閏は300日直くある。

である。

とし， 2年 3

は1, 000~ l , 700mm, 

295~345日となる。

1, 000~~2, 000mm, 

1年 2作から 2年 5 れてし)る。水

稲以外ではイモ類，トウモロコシ，アワ，コウリヤン，オオムギ，ソバ，マメ類，ナタネ，ブ

マ，ラッカセイ等があり，麻類，茶，ワタ，サトウキビも怠く，養奎も 1噂信地てある。主た，

百乙
出］と

コシ了ウ，コーヒー，ヤシ，

としだ

アブラヤシ，

属し腎“しIiー、，マニラ

となってし~＼る（うこ

ごの地域は常緑里樹の産地で，窃枝，竜眼，マンコー，柑き三），ハ｝ナ，ハイナップル等を

の外，水牛，馬の大家畜，中家畜ては養豚が盛んで，四Ill,

広東， である。

iv)西蔵高原地域

3大農業地域())外'. あるc こ ,OOOmの高篤｛を「ド心とした

ものて， 気候は寒冷で， 乾燥し， 年平均気温は 5~10℃である。冬期は屁間は常に

てあり，旦期でも 30.5℃を超えることはない。降水情は500mm程度て， 1行部の谷間は1,500mm

ずる，作物の牛育可能日数は160日前後であるか，ラサ地域ては38日にも逹しなし 'o_::: の地

域())耕地而積は全体の().1 ;){iである。

こ0)ため， は牧畜業で， される 0 海抜1,600~4, OOOmO)地附て

はIヽタカムキが中心て，それに若「で))Iゞ レイシご1があり， l, 000-~1 . 600mの地帯ではトウモロ」

シが多く， l,OOOm以下ては水稲がみられる外，ナタネ、ワタ，サトウキビ等も崖出してし,;s。

以卜が，「「国(/)農業地域別0) 上地和川l, +ヽ：疲f『初0)概況であるか' ~ の中て，土地

利／甘 iこ・Jし：ては士坦条什0汀臀備や技術（／）発逹によって大きく変貌し---)つある， r'. 海市に例をとれ

は，解放後的らくの間は lqc 1 f『か続くか， 1956年から水稲の 2期作（双季稲）か入り， 1962什

り作付力式はイネーームキ(})1年 2作と緑肥ーイネーイネの水栢 2期作の併進， 1963年からムキ（ナ

タネ， 又は緑肥）と双季稲の 1年 3作に入り， 1973年にはこの 3f: 作か35%を占め， t:t也利用睾

は252%に逹したということである。これは「発展綱要」でかしたこの地域の目樗200%を遥かに

してし)る このことはその他の地域でも同様である。

につしバでは，標準的なものは諸種の出版物て示されているが，今回の調査てllflき取っ

た＿卜海叶］と広州市周辺の稲作技術(!)概略を記してみよう。

上海mの場合 3毛作が普遍化するに全ったが，栽植密度は前期イネでは12x 10cm, l株
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4~< 5本植， イネでは12x 12cm, 1臀 6~7
。

ス}/
たり

，
 

9
/
j
 

と推測さ八る()

よりも更に温暖となり， 3 る。

前期イネは 3月末へ 4月上旬に移植して 6月末~7月中句に収穫，後期イネは 7月下旬~8月上

句に移植して 10月木~11月中旬し収楊される。仏東省全体では，前期イネが3,000)j畝，後期イネ

が3,600万畝てある。品種は前期イネは「杜朝 2号！と「広二104」，後期イネは!R8の系統の

2」と「二白矮」がセ要なもので，施肥量は畝当たり硫安が40~50斤，過石が30~40斤で，加

里は投人しなし,,堆肥は材料の関係からか人れだり入れなかったりとし)ぅ。収量は前期が籾で600

！『，後期が7001『てある。

なお， 上述の土地の集約的利用の間題に')いては研究者の間ても多く あり，

氏の紹介によれは，

る。

は次の 4つの間題点を指摘してし）

作土厨は16~20cmから 10~12cm浅くなり，しかも一上壌は硬化し，更に

層は厚くな＇）だ。そして上壌と作物の蓑分袖給関係 0)均衡が崩れてきている。

② 作物抵抗性0)低―卜： 早晩稲は低温障害を受ける危険があり，病虫害が増加し，農薬散布

の回数か増加した。

③ 三料（燃料，飼料，肥料）の不足： 従来，穀実と茎和の割合は 1対1.2てあっだが， 3 

制で水稲は短程品種となり，早熟粕稲は腐れ易く，現在，前記割合は 1対0.7~0.8と茎秤か著

減しだ。一方，緑肥面積も減少しているのでこ料は不足気味となってし＼る。

④ 支出多く，収益減少： 早馴稲は下稔粒が20~~30%多く，玄米半は60%。ーカ，種fの使

用量は培加し，また，労働量は従来の 3分の 1増，化学肥料も 3分の 1増，更にピニール代に

10元を要し，収益はさほど多くならない。

もちろん，これに対して多くの反論か出されたとし)われるが，絶対量の増産の時代から利潤

概念が導入され，経済的配慮が必要となった今日では，このよ〗 も当然の成行といえよう G

6) 農業生産高

1979年0)中国の主要農畜産品の生産量は表 6の適りである。

このうち食糧は米，麦，雑穀の外，いも類も含まれ， 1976年の場合には米（籾）が45%, 麦が

20%, 雑穀が20%,いも類か15%の構成であったとし lうことである。このうち，食糧については，

1951~55年の推定｛直（米国農務省）が穀類合計 1億5,630万 t' いも類が1,660万 t'合計 1億7,

290万 tであ？たのと比べるとほゞ 2倍に増えており，この間人口が倍増しているのと見合ってい

る。それでも最辺は を含めて年間約1,000万 tの食糧輸入か恒常化しつゞある。また，油料())

うちラッカセイは1951年以降1975年まて240~260万 tで推移していたのと比べると若干の増加て

あり，同様にナタネは100万 tあるし＼はそれ以下であったのと比べて遥かに増産されている。棉花

?
l
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表 6 1979年主要農畜産品の生産量

: 品:------目 p1  -r-謡1-9'79:-年-:--:—牛;席~届:_ + I I l978't比の）竹
加率（％）

9.0 

1. 8 

油料 643 5万 t 23.3 

うちラッカセイ 282.2万 t 18.7 

ナタネ 240.2万 t 28.6 

ゴマ 41 7万 t 29.:i 

サトウキビ 2.150.SH t 1 9 

テンサイ 310.6万 t 15.0 

ジュート・麻 108. 9万 t 0 l 

蚕繭 27. l万 t 18.9 

茶 27.7万 t 3.4 

豚（年木飼蓑頭数） 3億1.970.5万頭 fi.1 

大家畜 （同 □ 9,459.1 Jj頒 0.7 

は， 1951~55年の240万 t から 1971~75年の470万 t と増加してし i たのに対して『減となってし)る o

家畜の飼養頭数は， 1976年のFAOの推定値で，豚が 2億3,832万頭であったのこ対して79年は 5割

増であるが，大家畜はロバやラクダまで加えて 1億6,137万頭であったも 0)J: りもかなり())減少0)

ようである 1Jぐ＇

2 上海地区の農村と農業

ヒ海特別市は総面積6,100平方km, このうち 150平方kmが市街地区となっている。市街区は史

に10区に分かれ，農村部は10県で構成されている。総人口は約1,140万人て， この中約600万人か

市街区に居住．している。総耕地面積は約500万畝 (33.5万ha)といわれる 0)て，耕地率は約56%と

いうことになる。上海市は陽子江の河［）の大陸部と，河口の崇明島という大きな島と 2つの小島

とから成っているが，平坦な低平地て，中央を黄浦江が北西流して担子江に入る他，数多の小河

川やクリークが縦横に走ってし凸る。また気候も温暖で，古くから水稲を中心とした まれ

ていたが，近年はワタ，オオムキ，コムキ，ナタネの他野菜や豚を中心とした畜呼も盛んで，特

に工業都市てある上海を控えているために企業活動も盛んで，正にエ農が一1本となっている。

1 この項で引用した資料は「中国の農学概況」の外は次の通りてある。

(1) 農林水産技術会議巾務局，「中日の農蓑地域区分と科学技術体制！（国際協力班、 197'.)年！月）

(2) 北野茂夫， 1中華人民共和国0)農業技術l, (罠業構造問題研究， 1979年， No2) 

(3) 姫野健太郎， i中華人民共和国の畜産事情」，（農業構造間題研究， 1979年， No.3) 

(4) 渡辺に）ミ，「中口麦作(j)生産構造」，（農業構造改善， 1979年， No.7)
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されてし：る。

中小機械は生産大隊か購入し所管するか，作業機械では大打リトラクタ

:n台，自動耕転機147古を有し， こ(})他に動力脱設機150台，創料紛砕機27台，青刈飼料カソター

159台を備えてし)る。この他に人力散粉機11, 人力噴霧機1,603,靡面機12, 涙米機28, 割晒機68

る。 では， とい共同かと思われるが，自動車34輛を保有しているが，このう

ち2.5t以上か 7輛, 2 t車 19輛，二輪車か 8 輛ど~ なって t'る。、一れら j―るリ）に 1プクタ・オ

ベレータ86)、，耕転機オヘレータ 185人，自動屯ドライノ;-.45人と農機旦修坪エ77人を配してし｝る。

主な栽培作物は水栢， ッタ， コムギ、， オオムキ， ナタネ及 に韮-}し｝

て県の農業局から作付の割当てがあり， これによって生産が行われる。絨培は集約的て，水稲は

1期作ピ 2期作とが 6対 4の割合て，ワタやオオムキ・コム1八ナタネ等と輪作を組み，はなは

1-c' ;_しし

体でこれは

これら （土，

は｛列えば水稲につし;て

したもの (f)ようである。

（水稲と二:̂ 麦）は 1ha'1~ たり約12t,綿花780kg,野菜70t, ,500 

kg等で，作物別には水栃は 1期作では 4t, 2期作を合せると6.5t, コムキは4.ltとl,lうことてあろ。
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を行っている。 1980年り）年間生産高

1人胄たり 60rn勺）自
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り品で収入

は機械化されていると言っても

'である。

, ooom2の施設を用い13万 9

そjしに
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てられ，白

し~よ自

人を

である。

さオしる，， 主;-, 

。
乙3

)
 

＼
 

なも U)、入；土なく，田植は

を打って¥.'るのが散見されだ。また， こ'>には

は県の組織に依存している

されており，こ 0)

てI,¥るピ I,.¥・)、ことであっ宍。

まだ， 1年 3熟制とし＼う上地の集約的利用の

となり，農墾局職員0)話によると，確かに 3毛作では穀物の！「産は畝乳り 1,300~2,000斤の高収

以どなるが， 2期作でも管理が良ければ1,600斤程度となり。しかも 3訊制ては，甘1」記のことく地

ヵ(/)維持1こ間題があるばかりか，労働力の投人が多く，生産費は高くなる］）で，間題が名し）と

〕ここである (J こU)高呼閏題に-)し＼て も 多く，既に1泊海0) は旧に

ヅ']
，
 

ノノ
--'-, -:Jだとし lうことである。

(3) 企業

封浜人民公社では企菓活動！：力を入れ，社営企業は26, 大隊宮が48設げられている。従墜者は

, 804名，大隊営2,639名，合叶5,443名てある。両者を併せた企業青令は合叶983.9万几，

こり）中， [i'i]'/2:.::資危461.3万元，流動資金が522.6万］じである 0

主庁品日は冷凍機，プラスチック製品，風呂桶，衣料，クリップ，電気スタン）ヽ：享100余品目に

及八てし lる。こ(})うち縫製工場と電気スタンドの組立工場を見学したが，後者はJ海市の企業か

l
J
 

ミ
J



らの下請けで電気スタンドの組立てを行っており，軽度の身体障害者約10名が従業していた0)が

印象的であった。 ド請の丁賃は 1本 2角 (20銭）で 1日500本の組立て，従って 1日100元の収人

としヽうことであった。

これらの企業の収入は大ぎく， 社営が2,300.7万元(1企業平均115万元），大隊営が794.

9万元 (1企業平均16.1万元）で，もぢろん公社営の企業規模が大きい。また，利潤は社営が507.

4)i元，大隊営は313.5万元で，生産額に対する利潤の割合は隊営の方が高い。恐らく，原材料費

を余り要しない下請的なものが多いためと思われる。

(4) 経済と生活

1980年の農業と企業，更に副業を含めた総生産額は4,100万元 (l元130円とすると邦貨5;3.

円）で，この内訳は企業が74%, 副業が14%, 農業が12%となっており，公社の経済は企業に大

きく依存し，農業のウエイトは極めて小さく，施設畜産を中心とした副業収入よりも小さい。っ

まり，農業の計画的＿［業化，兼業化である。

同年の社員への分配額は総額で756万元で，合作社から人民公社に移行した1938年の6.14倍とな

り，労働力 1人当たり U)収人に509元，人口 1人瑾たり 318元， 1戸当たりは1,200元となってし,;:,"

この 1戸当たり収入は1958年比2.12倍としヽうことである。分配総額U)倍辛に比べて l.戸崎たり収

人が少なし,o)は，こしI)間 な人u増，戸数増があったことを物語っているようである。しか

し，生活に余裕が生じているためか，あるいはテレビ等の耐久消費財を購人するためのものか，

社員の預金総頷は214万元で， 1958年の74倍となっている。なお，社員 l人当たりの口糧は290kg

で，前述の穀物生産が 1ha当たり 12tとすれば， 25,000人の人口では約620haの耕地で自給てきる

ことになり，ワタ等の商品作物の他に多くの穀物が供出されてし＼るものとみられる。

中国ては 2年前から利潤の概念を導入し，！「序に意欲を持たせると同時に，その分配を通して

農工業の調和のとれた発展を期しているよ巧了ある。農業からは畝当たり 10元， ha当たり 150元が

税金として上納される。この総額は32.6万jしこ回積から推算される。しかし，公社営0)企業の利

潤はその20%が税金として七納される。残りの80%は， 50%が公社の用に1共せられ農業への内投

資と社員のボーナスに充てられ， 30%分は企業の再生産投資，企業従事者のボーナスや福利施設

に向げられる。つより，企業利益を農業に還元する措置が講じられている。

また， 1979年から老人に生活補助を打うようになり，男子65オ，女了'.fi()オ以上かその対象で，

1人背だり年:144元てある。しかし，これも生産大隊によって異なるようで，収人0)多い大隊ては，

-f1共のいない老人には180~240元出しているところもあると言うことである。

もちろん，各戸の収入は労働に依存しているので較差を生じるのは当然で，訪問した高家大隊

の盆家罪生産隊の清家では，家族 6人の全員が労働に従事し，世帯主は家畜飼養場，妻はメッキ

工場，息子は家具工場，嫁はプラスチック工場，娘 2人が生産隊U)農業に従事してし＼るが，こ>

では労働収入か3,000元，他に家具や豚，鶏， うさぎ等の副業収入が600元あったと'¥われる。

なお，この生崖隊では， 220畝の耕地を経営し， 55戸で構成されるが， 60人が農業に従事し， 70人
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に出ている は2班の編成で， f' ）， ，こ f> 
ノ

振りはここて決めるということである。委員会の役員は任期は 2年て選挙によって

は1人当たり月10元（白米10kg,3。2元），従って

-｝
 ヽ を加えても りを生じ， これがテレ

し

＼

才

ん
jQ

 

こ

。
る

る

し才‘り

社全体のデレビの導入台数は222台，導入率は3.5%の段階である。しか

fゴのうち 7戸 (13%)であった。 1台600元以上ではかなりの負担と思われる。上悔では ~ヽ 

3チャンネルあり，番組もかなり娯楽物が含まれているのでテレヒには関心が高い。王

た，白転車 (130~190元）は7,000台，腕時計6,324, ミシン2,066台等が公社全体0)数字である。

は小学と初級中学で，小学校は15校，教師153人，生徒2,425人，中学は 1校，教師115

人苓牛徒754人で，小学校は全員入学であるが，中学 (3 年）へは 6~7 割程度進学してし＼るよ〗

である。学校の経費は教師の俸給や建物は国の経費であるが，授業料は生徒 1人当たり年に 5冗

支払っている。

医療については，公社に衛生院，大隊に衛生室，生産隊に衛生員という医療網を作り，衛生院

には10人の医生を含めて22人が服務し， 18の大隊衛生室には62人の「赤朋］［矢生」，各生産隊には 1

人ずつ衛生員を配している。医療費は老人は無料であるが，社員は 1 人こりたり年 1~/ 2元の納付

金を納めるということてある。

に文化活動としては，公社に文化姑があり，約4,000冊の図書を備えている他，大隊や企党

にも 21箇雨の図書室があり 7,000冊を蔵している。この他，映画館が 2箇所（無料），公社の文芸

宣伝隊 1' 卓球館 1' パスケットボール体育館 l等が設償されている。有線放送施設が完備し，

に配線されて l; る。また，産児制限には力を入れ，内容は定かてないが，盲令婦女人数＇テ

する節育（産制）実施率は90%以上ということである。

2)上海市の国営農場

上洞市にある国営農場は18農場で，このうち 8農場に揚子江河1]0)崇明島， 1農場は長与島に

あり，残り 0)9農場は上海市の東南部の東海と抗小什湾に面した海岸沿いにある。いずれも， 1958

年以降に河岸や海岸の干潟を干拓して開設されたものてある。

紐面積は約30万畝て，農業，漁斐と企業を行っている。耕種農菓は丁要作物は水稲，ワタ，こ］

ムキ，オオムギ，ナタネ等で，前の人民公社の場合と同様である。かつては，二期作以上の

作を目指して集約的な高産栽培を行ってきたが，前に述べたような理由から現在はイネの二期作

あるいは夏冬 2毛作の形態に戻っているということである。この他に， リンコ， ミカンを中心と

した果樹作が約 1万畝行われている。

畜産は養豚が中心で約20万頭を飼養し，牛は乳牛を含めて1.4万頭。鶏は約10万羽となっている。

また，河岸や沿洵にあるために水産も行われている。

国営農場は大隊や、't産隊に分かれているが，これらは人民公社と違って作業の単位であり，採

は農場単イりでとられる。人口は過密で，企業活動も盛んである。労｛動力22万人は男19万人，女
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3万人で構成される

また，

ら

企業の数は約300あり，これに 4

として建築，牛乳，食品，

ている。

ていると言うことであろ。

5 

のうち 40%が卜納されるといわれる。

［ご匡］から

3 中国の熱帯農業

l) 1940年頃の海南島の農業

中心は今日で

らずで，総利潤は2,000)j冗であり，

はその残りですべてを賄うのでなく，

も行われるとのことである。

も

り，ゴムを核として

lグ ・ク

-、-し>,:-;,。

l v, は日の牧

発展を遂け三)

つある c しかし，か -:.i ごはどの J:: 〕な農業か営皇れて t、)たてあろ~りかぐ）幸し,:こして， 1

大教授野口藷吉及びr,、i]助教授藤原彰夫の両氏が同島を跨査し，報告を釘っているいで，これによど:,

て当時の状況をみることとしよう 1)0 

海1ヽ竹島は東経 108度 :36分から 111度 2分30秒，北緯18度 9分から20度 2分に全る にあ

。
プ
9
3

ていたが，

キ
土

\9~ 

り， 

は3,400平カキロ

よって4160平カキロ よりや、広くその1.

,600平方キロよりや>狭し)とされてし＼る。

とさオし

は観測

資料を欠き卜明確であるが，年半均気温て2:3~25℃，降水惜は1,500~2, 000mmで牝熱帯的気候条

件にある。

地形は西南部に山岳地帯があり，海抜高約l,900mv)大五指嶺を最高峰とする小五指嶺，

り，その によって

された波状丘陵台地が島())大半 ,, 東1t部にお(,てわすかい：中＿生層砂岩り平田地帯が現廿iし

てし lる。四南山地は花岡岩で，こ］）山地に瑞を発する数多の小河川が八方に台地を縫？て流下し，

その間に沖積地を形成しているが，そのうち最大の河川は東北に流下して最大の都市海［］に至る

南渡江である c ヒ壌は学術的には若干の検討を要するとしながらも次の 6つに大別している。

① 

玄式岩土壌及

③ 砂岩

④ 刈成沖積土壌

⑤ 海成沖積上屎

⑥ 低窪地褐色土壌

このうち花閲岩系土壌が西南山地を中心に島の西南半を占め，島0)中央丘陵地は玄式土壌，東

北端に砂岩土壌，沿洵と河岸 となってし＼る。

I) 」 (1940:if6月，外務省通商局）
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ったことがその間の事情 てい

るc

このような，農業の停滞による島の経済の不賑ぱ勢い出稼ぎによることとなる。 1935·~38年囁

時の悔［］市からの華僑の出入は年平均で約 5万人，差し引き出国数は平均で 1万 7千人， 1937年

だけでは 3万人に及んでおり，他方， t毎南島出身の華僑は佛印に約 5万人，タイに25万人，海峡

植民地に約10万人，合計およそ40万人と言われている。これらの華僑からの送金は諸種の資料か

ら年間約1,000万元に上ると言うことであり，これが逢か

の帳尻を補っているものと五なされている。

上記に概述した報告書の中で，見の農業の今後の開発について，「海南島において過去に栽培さ

れている作物の種類を検討すると，その多くが温鬱及び亜熱帯性UJものてあっご………栽培に成

功しているものは何れもこの種のものである。これに反して純熱愕性の椰子，ゴムの如きはや＞

を示している海南島の輸移人貿易

良を示している」とし，「農業の開発は先ず作物の種類及び品種に関して されねばなら

ぬ」としている。また，「同島が気候的にみて熱帯性0)島か否かに注意が払われねばならぬが，不

幸にして冬 3ヵ月の気温は亜熱帯の域を脱せす， しかも夏期の雨期が息外に長く，共に熱帯性作

物のり育には支障を来す•…••，その種の作物に対する栽培環境として同島の気候状態が絶対的不

良という訳ではないから，たとえ企業としての成立には疑間があっても栽培に努力すべきは勿論

てある」として，今後の熱帯作物による開発の可能性を示唆している。更に，「比較的平坦な荒地

か全島面積の 3割に上る」として開発可能の余地の大きさに言及し，そい場合の経営方式として

は，「大資本の汁入によって，いわゆる殖耕式の農業を営むべきか，……多くの南洋経営は資本の

下により安い労働力を利用して大経営を行うのが普通であるか，．．．…間題は海南島には古来い

わゆる羊僑の風があって，壮年者が殆んどし）ないことで，労働者の不足としヽうことが起るのでは

ないかと思う」としている。

しかしながら，それから40年を経た今日，解放後海南見の農槃Lの優位性に目をつけ，研究開

発を積極的に行い，気候的環境条件を明らかにして熱帯作物の可能性を明確にし，種々の熱帯作

物とその優良品種の導入に努め，豊富な労働力を背景にし，国家資本を投人し，プランテーショ

ンに類似した国営農場方式によって熱帯作物の増殖を行い，既に輝かしい実績を収めるに至って

し又る。以下，項を改めてその様相についてみよう。

2) 中国の熱帯地域の作物気象立地

中国の熱帯地域は広束，広西，雲南，福建それに台酒の 5省にまたがり，総面積約48S平方キ

ロで全国土の約 5%に相当すると言うことである。この地域の気象状況はこれまで必ずしも明確

でなかったか，解放後ゴムを中心とした熱帯作物の導入定着化を図るための研究間発の過程て迩

次明らかにされてきた。この概要を熱帯作物学会誌の報文0)中から拾い上げてみれば以下の通り
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である叫

中国の熱帯及び亜熱帯地域のうち，熱帯作物，特に戦略物質として特に

した地区は，広東省の海南島と雲南省南部でビルマ及びタイ国境にある

両地区の気候の特長について述べている。

(1) 海南島の気候の特長

ゴム

るとして，

海南島は典型的な熱帯季節風気候の特性を具有し、，その特長は光能が充分てあること，

こと，雨鼠が充分なこと等であるが夏秋季に台風の襲来があり，冬季には低温の影薯を被

ることがある。

太陽の年輻射量はll0.18~141.17cal/cm2で，中南部の山岳地は比較的少なく，多くは120cal/

cmである。これはアマゾン河のベレンの120calと大差なく，マレイシアのクアラルンプール166

calょり少ない。年平均日照時数は1.746.6~2,661.5時間で，島の西部0)束力県は2,661.5時に及ぶ

が，而部沿海部は2,400時，北部と西北部は2,000時以Jご，中部山地の玲中は景小0)1,746.6時て，

島の大部分がアマゾン低地のマナウス (2,125時）と同等である。

年平均気温は海抜高250.9mの球中の22.3℃を除いては，概して23℃以上て，島［匂0)出県は最高

v>25. 4°Cに達する，全島の月平均気温は20℃以上で，ゴムの生産に適すろ月は 2~3 月に始まり

11月に終る 9~10か月で，その中約 4か月は平均気温が26℃以上となり，：fム0)生長は旺盛で，

前記崖県は26℃以上の月が 6 か月ある。最冷月は 1 月に出現し，平均気温は16.2-~20.8°C, 高温

月は 6~7 月で26.5-~28.3℃，この期間に「今ばつや熱風を受け産ゴムが低下する月でもある。日

平均気温が10℃以上の積算温度は8,400℃以上で，崖県は9,000℃以['_で，ヤシ，アブラヤシ，ヵ

カオ等の熱帯作物に有利である。

雨量については年降水量は964~2,400mm, 島西の東方県が最少，中部及び東南部の丘陵山地が

最も多く，玲中は2,441mm,万寧県南僑ては2,800mmとなる。畠東北部と西北部は， 1,774~1,

830mm, 西南部の楽東は1,570mm,崖県は1,200mmで，総体に東から西に向けて漸減ずるが，ゴ

ム植栽地区は多くはl,500~2, 400mmの間にある。降水の年間分布は均ーではなく，明らかに乾季

雨季があり， 100mm以 Lv>月は東南部（球海，万寧）と中部は 4~11月の 8か月，北部，西北部

と［打部は 5~10月の 6か月，西部と丙南部は 6~10月の 5か月である。月降水量が1()()111111以上，

月平均気温が25℃ 以t:で日較差が大きし噌寺，すなわち 9~10月（南部は lL月まで）か -:tJヽ 0)序量

が最高となる。

しかし，」‘ムの主要な気象災害である台風は， 1949~77年の29年間に台風か r・陸し，あるいは

中心が沖合10km以内を通った回数は93回，年平均3.2回て， 4月から 12月，特に 7~10月が頻度

が多い。 1973年 9月14日の台風14号の場合には， f東海にヒ陸した時は風速80mに達し，コムの風害

1)黄宋道他 2名｀「牧か国熱帯井i熱帯iJL.iム植栽化［メ0)評価」 (l980年9月，熱帯作物学報， Vol.No. 

1) 
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り，一部ではN,凡 K,Mgの施用の効果がはっきり現われる。

湛江地区のゴム植栽地区を総合的に自然条件と永年の植栽経験からみれば，比較的適し

に属し，小区画悟に耐寒性品種を配置するとすれ しく ることができる。

(5) 広西南部地区の自然的特長

広西南部地区は光熱資源は比較的豊富で，年平均気温は21.4~"22. 5℃ （浦北，博白，

朴I一一帯を含む），月平均気温が20℃以上の月数は 4月から10~11月の 7~8か月，海南島より 2

~4か月少ない。10℃以上の日平均気温の積算は竜州と博白が8,067℃，浦北7,811℃，東興8,213℃

で，雲南のコム産地とほゞ同じである。最低月 (1 月）の平均気温は 13.0·~14.9℃，最高月 (7

月）は27.9~28.1℃で，光熱資源的にはゴムの栽培に適してし→。しかし， に差があり，

冬期には常に寒潮ど冷気の侵入があり，気温は 5°C,更に雰下となり，あるいは長期の低温陰雨と

なり，ゴム と生産に をもたら 1951年の栽培以降28年間に11回の寒害に見舞

われる。こうしたことから広西のゴム生産は多年にわたってl,OOOt程度に止っているのである。

この地区の年降水冠は1,350~2, 785mm, 中でも東興が多く，月降水が100mm以1・.(})月は 4月

から 9~1()月の 6~7 か月である。

以上のことからみれは，広西南部では水熱条件はゴム栽培に適するが，越冬条件が不良で，屈

地的な優良な環塙のところを除けば屯大な寒害を被むる。作物の配懺や経済収益から評価して，

東興を除いてゴムの面積拡大は適当でなく，他の適作物，例えば，マニラ麻，茶，柑き-), サト

ウキ すべきである。

(6) 福建南部の自然的特長

福建南部は，年平均気温21」~21_:rc, 月平地気温が20℃以上の月は 4~10月U)7か月，日平

均気温10℃以上の積諄は約7,70(l°C, 殻低月は 1月て平均12.9℃，般高は 8月の2s.2°c, 光熱量的に

はゴムの生産を満足させる。しかし，越冬期の温度か低く，常に寒潮による低温が侵人し， 1958

年のゴムの大面積植栽以来 6回の寒害を受けている。年降水鼠はl,300~ 1, 694mm, 月降水が100

mm以上の月は 4~9月の 6か月で，こ())J:: うな越冬条件の下では盤陀嶺以南0)沼安，雲古両県0)

比較的良好な小環境のと、:7)以外はゴムに適せず，その他の地区は他の熱帯，拒熱術作物を

すべきである。

以j-_しよ熱響作物科学研究院の黄宗道等の綸文の抜翠であって，ゴムを第 1豆）日椋としているた

めにコムの栽培をめくっての気候分析であるが，海南局を中心とした華南北方の気象をよく知る

ことができる。この論文ては更に主要な熱帯作物の主産地の形成，ゴムを中心とした熱帯作物の

立地配置に触れ，今後の方策について若］この提案を行ってしヽるので項をかえてこれらについても

紹介することとしよう。
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3)熱帯作物の主産地形成，立地配置

(11 熱帯作物生産基地の形成

i) ゴム生産基地

島0)海抜350m以下と雲南省西双版納地［ス0)9()0m以下はゴム
ぐ六、

l, 財

力を して早期に高産安定の生産基地ならしめる必要がある G この適地で は「必

を除いては，その他の作物は熱帯作物に路を譲り，熱帯作物はゴムに路を譲る」と

いう原則で考える必要がある。これ とする戦略物資の一つであるゴムとその不適地で

は経済価値の高い熱帯作物の生産需要を満足させることができる。海南島では既にゴムの植栽は

数百万畝，再植可能200~300万畝，西双版納は現有数十万畝，再植可能60~-so万畝であって， こ

0)両地区の発展により年平均0)畝当たり収量が乾ゴムで80~100kg(低産実生樹の吏新後）が望主

れ，全国の総生産量の90%以上の年産鼠となる。今後優先的に発展を考える箇所は，雲南は西双

版納の900m以下のところであるが，海南島ては五指山牛嶺以南の東南アジアのコム産地と同等の

気候条件の保亭，崖県，楽東，陵水の 4県と，これに次いで風害が軽微な島の南部及び四北部0)

白沙，澄邁，臨高の 4県である。

この両地区以外では

一部地区で

は200万畝に達するか，寒潮害の影薯を受けるので適地の調整を1丁い，

，中又は高耐寒甘晶柿に転換し，さもなければ第 2線作物

としてマニラ麻，大使茶，コシコウ，柑きつ，サトウキビを栽培するのが良t¥。 200万畝のゴム［点］

の年産量は 5~10万tであろう。広西省でのゴムの重点は東興県の十万大山以南であり，福建省は

盤陀嶺以南の竜淫地区である。

ii) ヤシ（ココヤシ）生産基地

ヤシ は毎株賛たり年産150果，り果当たり食用油 lJ『 る0 畝当たり 10株栽柏

ざれ，毎株崖果が60~100果とすると，畝当たりの産油量は120~200斤となる。ヤシは海南島(})沿

洵と河川両岸0)沖積土で牛．育良好である。解放後海南島のヤシ植栽面積は一時は40万畝に逹し，

産果数 3千万余もあったが，現在は面積は14万畝，産果は1,600万に減少している。面積を回復さ

せると共に，海南島の沿海 2~3kmの幅がヤシ生産基地を作り，これを河岸沖積地や村傍，路傍，

水傍，宅傍等の空地に柏栽すれば150~200万畝が可能となる。吋画的に生産すれば，年産油は1.

8~ 4億斤に達するてあろうし，そうなれは海南島自体の食用油の問題も解決し，余りは他の都市

プ

）
'、
9, ることができる。

柳子園の中の間作牧草は収量が多く，ガテマラ草 (Tripsacum la.rum), 象草 (Penniseturn 

加ゆureum) は畝当たり l 万斤に達し，堅尼草（ギニアグラス•Panicum mrLrimurn), ブラジル・

］レーサン (S(ylosanthesgracilis), 薩佑瓦多銀ネム (Leucaenaglauca)等は畝当たり 5,000~8,000

斤穫れ， 10畝の柳子図て1!・l頭を飼養できるのて，全体ては10~20万頭を飼養することができる。

iii) マニラ麻生産基地

マニラ麻の繊維は強靱で弾性に富み，海水0)腐食に耐え，軍要な綱の原料て‘，副産物にも用途

がある。現在の作付は21万畝で，広東省に14万畝，広西省に 5万畝，福建が 1万畝となっている。
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し、iるが，

アプラヤシは産油量が多く，マレイシアから悔南島に導入した優良種の産油量は畝当たり 400斤

る。しかし，アブラヤシは寒さに弱く，風にも弱し'aゴムよりも吏に適地要求度が高いだ

めないか，海雨島0)南部で計画的に植栽を行えば10~20万畝が可能てあろう。

熱帯大葉茶は海南島と雲向では良好である。インド 0)アッサムやスリランカと同様に

も多い。耐風性があり寒竺にも強く，海南島以外でも湛江，雲南，広西，福建で20万畝以上

に伸ばすことができる。

コートー~→
ー今

貿易こ合わせ，

白胡椒として200~<300斤，畝当たり収益は1,600~2,400;じてあ

圏の単収は600~1,200! 『以上となる。現在 7万畝栽培され， 1,500tの生産を挙げて

島と湛江地区である。開発すれば華南 4省で20万畝になり得る。

(2) 熱帯作物の立地配置と熱帯の画線

上述のようこ華南の熱帯及び牝熱帯地域の各地区の熱愕性作物）じ）配置の様相と

らかくごされて t)る

植物，香料作物，

レ）

は，ゴムとの競合を避けて適坦に

べきである"

は，更にこれ の観点から

し芍 ，こ

り方

している

とおりである。

まず，緯度につし｝ては地形や洵洋の条件，それにこれまでの烈帝1午初U) 双培託類／）ふ-~'

は悔南島では北緯20以南，雲南の西双版納では22'3()'以南（而抜900m以l汀ピしてし、る。 ’ 

では年平均気温が2:3℃以I::.,最低月平均気温が16℃以上，年間無ぷ，四双版納では

穀低月平均気温は1ふ2~15.7℃であるが， は海南島より 2~4 立i’‘ A
 ヵし疇

ノ
＼

キ
大9

9
 

なし)0 この熱愕圏ではゴム

ラヤシ等の熱帯、作物が可能である。

拒熱帯0)北限につ (lて

にできるばかりでなく，海南島ではカカオ，ヤシ，アフ

までとされてし lるか，四 上
人

ーぃ
u

広束や広西J又）23訊）＇，東ぱ海洋性 ()Jだめに26t l ,，j, ょ
~
~
 

I土2-.!

,_』しに合 J:れる

J)境界線を丙から辿れば，雲1(JU)監江県(245(}')から，文山県 (2330')を

梧州(2330'), 広東に入っては徳慶(2:flO'),英徳(24l()'), 大浦(2410')今そし

福小1,1市 (26)に乍る 0 この は，小環境を 耐寒性品種を

あったか，それに適しなし'ところはマニラ麻， コショウ，

hif、ゴム(})

サトウキ

。
テつAさ

ゾ→ I' 
｛人← ら熱帯作物(})配屑を苔えれば，海怜］島では50m以下はヤシ灼， 50·~350mは了ム

350へ 500mは大葉茶， 500m以いょ熱磨珍稀用材林帯に分けられる。まだ海抜帯別の栽培叫阻地は
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a
 

りである。

b. 50~'.150mではゴムが500~600万畝

c, 350~500mの

柑き

d. 500m以上のところでは熱帯珍稀用材林で500万畝，そiし以下のところで

に珍稀用材林，

内双版納の900m以下はゴム

ミ，
✓, 

ヽ

9つ)
，
 

カカオ，

その

一般用材林として1, 000~ l , 500万畝が可能てある。

この他にロショウ，

今後への提言

計刈産物利用の効用ま

ヤシ類が150-~200万畝

そ、ゞーゾ の適地を選／＼、予コシ丑忙7,

oo~.zoo万畝

100~120万畝が可能であり，

900m以卜で

~’関して， 3
 

に-::;し'

ア‘プフヤシ， 作物，

によって，

アブラヤ

る。

ってし立ら心

は，コムの国内需給や世界的な需嬰の ら説き起して，土地利用上

してし＼る。すなわち，し

中国 入

ヽ

ど

↑,’よ

，
 

ちベノ 6賃にある。

20万t

は現在の360万tから今世紀末こは600万tになる

しかし， それぞも

る。

他力］世界の

ーゞ 1
_J -入 もある

このことから，

わいはならなし

伍油資源が益々不

:-rムの植栽はこれまでの荒地

ム

があり，

だれる。まだ，

する状況

し， なかんずくゴムを

しi

し~ であり，

すれば需要U)増加は必宇である。

ものではなく勺開発され

丁ムは生哨物の他に少なくとも

して十：地利用

れたものであり， これ

を用し)る'

した

によってゴ

たり年 2n廿の原木の

上、+,
ふ 1_,

.:_オLら（よ

らすれ

合板，繊維板，製紙用の原料 /7 ることもできろ。

［こつし:て次のように言ってし lる。 こiしま

とするので，土地利用，機械能力， と技術水

ょりも高 ＜ ， 海南 ゴム水準ぱ 1株当たり年3.2kgであるのに対して，民

は 1kg前後にすぎなし〉。 概し れるので，

は低く，植栽後開割まて1、:年数を

国営農場0)技術で）長助の

て，単収は低く土地を

発展を促し， それによって

る。従っ

の収入増，

．
 

ーロ 晶積を図り，食店量生産を有和に発展させることが必要てある。 それ以上0)面

でなく，

そU)

さもなけれ と土地をめぐって競合を引ぎ起す。人口稀少な少

多ゴムに使うことは無理て， そうでなuれ

むろことになる 0

すぎなしい

ゴム産地の をみても，農民経営の小了ム園の単収

3点として，熱悶地区て］）森林の乱伐を厳梵し， 自然保匪区の設定

{

]
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~
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えている。す
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なわち，海南島と西双版納0)熱帯地区は，もともと熱帯及び亜熱帯樹林：こ覆われていだところで，

動植物の種類が多く，資源は豊富で，特に西双版納は「熱帯植物の宝庫」として内外に名を知ら

れてt'る。しかし，両地区の熱帯雨林的ないしは季雨林的生態環境は揺速に悪化して荒地に

りつつあり，人心を痛めている 0 その原囚は焼畑（刀耕火種）や心なし

人民公社0)用材や燃材())利用等である。これに

い国の森林法を厳重に守らせると共に，他方では国営農場や人民公社で計画的に一定の面積に

用材林，薪炭林，防護林を造成させると共に，メタンガス（沼気）を作り，これを利用して薪炭

燃料を節減する必要がある。このためには，海南島と西双版納に「白然保護区」を設定し，間題

の迅速な解消が図られねばならない！）。

4)海南島の熱帯農業の現状

(1) 農業の概況

海南島の自然条件，特に気候及び地形的条件については前の 3項において詳述した通りである

が，現地の間き取り等の最新0)情報を基にして，土壌条件を中心に若干の補足を行えば以ドの通

りである。

は前述のごとく ，片岩及ひ砂頁岩の風化上壌で，僧県と瑶海を

ぶ線の以南は花蘭岩，以北は玄武岩，東北部の鋪前と文昌を結ぶ線以東が砂頁岩由来vり上壌となっ

てし［る。玄武岩地区は鉄紅土（ラテライト）と称されているが，花岡岩地区ではラテライト，飩

買アルミナ及び仕質士の 3種の縛上で， 海抜500m以下では碍紅上， 500~1,000rnが縛紅性上，

1, OOOrn以上は黄色上が分布している。この外に海炉や河川の流域に沖積士がある。概し

地域は花岡岩地域よりも地味が劣り，砂頁岩地域は更に劣るようである。

総面積約340万haO)標高別割合は200m以下が60%,200~500rn30%, 500m以上が10%で，地形

的条件には比較的恵まれてし lる。

土地利用や作付の統計は一切示されなかったので詳細は不明てあるか，現在ゴム330万畝，水栢

300万畝， サトウキビ100万畝， ヤシ17H畝， アブラヤシ 1万畝， コショウ 7万畝， パイナップ

ル10万畝，果樹10万畝，この他にサツマイモ，ラッカセイ，キャッサバ等が栽培されている。数

はっぎりしてし lる分だけでも 785万畝となり，水稲を―-:r月作として計算すれば，利用面積は6:35

万畝 (427i5.000ha)となる。これたけでも40年前の耕地約237:.ihaの 2倍近くなり，解放後如何に

耕地の拡張に努力したかを窺い知ることができる。

作物の分布は，低地では水稲が中心てあり，標高50~400rnがゴム， 400~500mが大葉茶， 500m

以卜に森林を配潰ずるのが大体の方針のようてある。また，ヤシは気候の適した東海肘に配附さ

れてし)る o

生産体制は人民公社と国営農場0)両者であるが，国営農場は90,経営面梢は500万畝（うち耕地400

l) 「中[iD罠業概況」こよれば1979年現在て，中口には57U)「自 か設定さ』してし）る。
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万畝）で，海南島全土の丁度10%に相当し， 45万人の人口を抱えている。荒地面積が多かっただ

めに国営農場の占める比屯は高く，特に熱帯作物は国営農場が中心といってもよい。ゴム

面積330万畝のうち， 270万畝は国営農場にある。国営農場の主作物はゴムの他に，茶，アブラヤ

シ，コシコウ等の熱帯作物と水稲や畜産（牛，豚）も主要な部門となっている。

1農場当たりの耕地面積は約 4万4,000畝，人「15,000人で，そのうちゴムリ）栽植面

積は約 3万畝である。ゴムの畝当たりの粗収入は多く， 300~600元にも上るが，仮りに中間値450

元をとっても， 1農場当たりのゴムの粗収入は約1,350万元となる。現在 1農場当たり 400~500万

元を国庫に納めているといわれるが， これは利潤分の70%に相崎し，残りの30%がその農場の再

投資や文教，福利，更にボーナス等に充当されるということてある。しかし，荒地の開墾で国宮

してしヽるため，その成熟度には格差が大きいといわれる、•，

海南島の交通は，空路は海［］から広小i'I市等の島外に通ずるだけで，鉄道も極く局部的であり，

島内は主として道路交通に依存している。主要地方都市間は自動車道で結ばれ，道路の鋪装率も

年々向上し,海[Jと僧県の所要時間は約 2時間，また，海「1と南部の万寧県(})間は約 3時間てあ

゜
）
 

ブベ は島内に 2か所の水力発電所かあってほとん に普及し，テレヒ（電視）

時は海［］までであったか， 3か月後には像県でも視聴が可能となる予定とし lうことであった。な

お，海南島ても農業の水利化か進み，至る処に貯水池が築設され，水路を巡らし，現在約60万畝

がかんがし吋＜田になってし/入

(2) 熱帯作物生産の現況

l) ゴ ム

、Jムの植栽面積は全国0)53%,'!庁嬬は70%に及んて'¥るの前記OL-=どく，仔Ii付て())

ゴムの最適地てあって，正常な管理条件ドてのゴム樹の1「長ぱ幹の円固で 8~10cmに及び，

を1」つ ，開割標準の Im高 50cmに達：「るには 6年を要するのみである。

海南島ではコム樹0)開割 （タッヒング）は1禍日制で120~150日が酋通て， 五指山以内では160

日に及び，マレイシアのそれに近くなり，湛江地区より 30・<i0日も名し l。マレイシアからの

役艮品種O)RRil¥1600は，原産地では大面積農場で畝当たり 120~150kg,小面積閏場て200kg削後と

し)われるか，海南島内部0)一部0)嬰場（でしに祈星，向田，南茂，保顕，保国五）ては100kg以 L:

，条件じ）良いところては小面積なから 180kgに達し，原摩地と同等の水準てある。海由島

の占部の｛麿県等てはRRIM600よりも耐寒性のう蛍,_,インドネシアからのPR107か生育良好で畝収

100kg以上となり，もちろん，全国平均の40kgよりも逢かに多い。

海南島てのコム栽培上0)間題点は寒青と台風被古である。台風の風の強ざと冬期の気温特性に

よって見内を 7つ ［メ分して対策を講じてしヽる。まず、低温にづし口ては， 1)低温環境0)排

除（防風林，防風坦，コム園の小環塩＼＇］地選定）， 2)品種の選択， ::l)耐寒性を付りする栽培法（生

肥焙管理）， 4)応急的防寒惜岡（修技，割面塗封）等がそれである。もぢろん，韮

本的な対策として耐寒性品種の に｝］を注いでいる。次に，風害に対しては， 1)耐風性
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くとも 6年を要し

3) し｝ 4) 

として(})利用等の諸柿の理由から間混作の試みが多くなされてし／八 l

b. 

は，未成園は 8~10人。成園は 4~5人という。］^ ゾ又又：な間作物は次U)通りてあるぐ

ラッカセイ，ダイズ，

ii) コシ」ゥ

貴界のこ）ン＇丑占

クロッ

：コシ」ゥ，

d心某用植物：キ八

こ(})間作の状況は，誌胄を

めらlしたとし＼三、）。

は6万畝， 1,400tの生哨かあ，），

コジョウは高温、

止し， 10℃ 0・）条件が 2~3 日続けば茫は寒害を受 (J, 6 ℃以―・ドが 2~3u

となり， 2 ℃削後で致命的となる。他力':]シ •:i'りは排水良好心

~'静風環境と徘水U) 艮し, 3 --:j'Cの傾料地が［［まれる。こいため，

る。

興隆0)

までの空間の和）用，

との併用

カカオ，コーヒー

にもコシ＇、 i ウや荼こっし)てみられ令行に茶とコーこーじ')混作

られていだ。

て；生育の適温は24~28℃てある。

はコシ」ウ豆）栽培試験が行わ

公」 ）
 

、レ
1

目名れるに至っている

；文もとより

て・, 1971 

ある

はイント＄イント不シア，マレ｛シ了，プラシ

とさ』して t¥る。

↓
)
 

レ

玉J c
 

5゚
 

ー食
＇

‘ど、

は肥沃地では 2X 3 rn, 

mU)密柏が行われ，

は2X2.5mとさハてし立る

ーヽノ汀
U、a ってし,tこ。 tヤ

'ヽ-,

は 1X 2 mU)ものから 2X 2 

となるばかりか，矮性と匁り収徳作業か容易になるとし)-) 

てt)だ。

品種｛よイントネシアから サラワクか カンボシアかり':,J) 

を用い，施肥は堆肥を多投し， 1本当たり 30kg,化成肥料 1kg, リン酸肥料 lkg, 

それに追肥とし~て0.25kgのカリが与えられる。中耕を行うと共に，水分保持(})だめ雑革マルチか

臼われ，排水のために園の要所に明渠が掘られる。 1万害防除のため硫酸銅が用し)られて~ し；だ。

収穫は 5~7月と 11~12月の年 2[口lて，柏付後 4年日から開始される。収贔ぱ収穫第 1i「か 6

528本O)[月て265斤， 2 {「日280/f, 3年日508斤て，以役は 3年目同様(/)収穫を持続するこし＼

うことである。 ー刊般に密植の場合の畝当たり収量は成園て約500斤とし＼われ，［『当たり 6.3元（白

胡椒は8.2元） U)単価て1且荷されるから，胡椒0)畝胄たり粗収益は3,000元以上0)高額となる。な
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コシコ r';は畝当たり 110本で収益

(Phyto/Jhthora 

斤である。
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，
 

、,9L
、・-'l
ヽ¥l•~) 

故か，特に

iii) コーヒー

世界28が国［）栽培面積は11,884万畝 (7927iha),

，まだ1908年に華僑の手によって海南畠の那大地区（偉県）に導入されだ。

面積を伸ばし，華南 4省全域に拡がり，栽植面積約13万畝に達したといわれる

畠てある。

コーヒーに

別:れる

作らiしてし＼る。

しl;s u)に対して 3~4「［といわれており，

らとし＼われてし lる心

、1ーヒー

!Jc し， :!~5

と

しレ｝

＼リベリア

されるに全らなかゞ）だ。

ンコ
I'‘ 

レ｝

ては多収で耐病性のり菫い中粒種，

，小粒（、［チオじ了

... 4 

コーヒーは高収で，大陸の株胄たり

した落下するとし)われてし｝る。

中国では1呂84年に

1ご

え工-し｝るか

(Cnlletorichum Co.ffeの1Zりn), また， は虎大土，旋皮天牛及

(flemz'bia 

であ

る

iv)水栢

洵什j,f以1))加JJ! Iし)泣域や低平地等，およそ水い便J)利くここ 7） は水!JJ・:::r'iめらオぃ水柾（よ :1ム―

次く｛乍付面積となり，住民の主要な食糧に当てられている。

温度的にし □えば．二期作も可能とされてし＼るか， 川→期作が精・中杯I]_)ようであるの作季は

々り）生育段階0)も0)がみられ一概にいえなし＼が，一般的には前季は 2月［中句［こ移柏， 6月中

下句（こ収尻， ぱ 7月上旬に移植し， 12月」こ句に収穂する形のようてある。

品種は聞き取り t})記録が不充分て不確かてはあるが桂朝 2号が主休てあっ）レこと記尼してし/バ

は株間が20cm前災0)もU)が多く，かなりい密植とな＇）てし)る，生育はまちまちて良 Hu)と、.::

ろもあるか｀ に株張りが悪く，病害虫に対する は卜分とはし＼えなし＼。

こ(/)だ は籾て畝碕たり約8oorr(玄米換算て10a当たり 500kg)てある これはこ期作(})

てあり，一期作のみでは400斤と 1,,,うところである。籾米 l斤の価格が0.11元てあるから，一

期f『て畝門たり H元， ．．期作て88元の粗収益て，前記のゴムやコショウと比べると遥かに低しい

はほと八どみることがでぎなかったが，内陸の大妓付近：こ植えられた］）かあり今

ノ

‘’ 
IJイ＼良てあった。
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月

2 :i 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 

イ
1 期 2 間

冬 植

枕じと 出
春 植

サトウキビ:-------0---株 tll0 

秋 植

ッカセイ 〇．、~ ~~ 1 期 一 ● 0-- 期 ． 2 

夕 イ ス • 0 --2-期 . 
l 期

サツマイモ -
周年栽熔

キャッサ/¥ 

コ フ.
y
.
 秋冬野望

図 6 海南島の主な普通作物の作付体系の一例
〇 播種又

，I, し例 ｛ ． 
V) サトウキビ

サトウ十ビは 1ド国{})拒熱惜まで広く栽培されており，海南島ではコム，水栢に次し)て作付(})兒

し＼作物である。主として人民公社で栽培され， 40年前と異なり，要団に製糖丁場か配閏されてし＼

。
ス‘

栽培様式は春植え，秋柏え，それに冬梢えかあり，夫々に株出し栽培が汀われて t'るか， この

うも，秋植えが主体のようて，収畠は春植えに対して30~50%名し'o主た号｛火柏えは初期0)生

が緩慢なことから間作は:'t育0)甲し［作物を入れるが，サツマイモ，ラッカセイ，エン 1、ウ、及び

それである。ラソカセイの間作は，マメ科作物りために窄素0)補給：：」、う）てサトウ

キビの生育こ好結果をもたらすとし)われる。

収犀は五年増加しつ')あるとのことてあるが，畝当たり 3t (ha当たり 4_ 5t) 

~5 tの成績を挙げてし,;sところもあるということである。

vi) サツマイモ

島てはかつては水栢と並んで 2大作物てあったか，現在は小面積で判るところ

'If」{、一 i:t4 

され

ており， 主食(})袖給用の地位にあるように見受けら iした。年間 して挿苗されるか，概して

(})小さい品種て，築色も決く，生育も良好てなく，粗放的な枚培のようてあっ，だc しかし，虫害
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による被害は少なく，また，日本の西南暖地で問粗の多い斑紋ウイルス

られな力;った。

vii)豆

9
し

ダイズ（黄豆，里豆），アズキ及びサイトウ されてし iだか，ラッカセイ

によってはまとま←、）だ形で栽培されていた。ダイズは小粒種が中心て，

なかった。

viii) キャッサノゞ

はほとんど1~ られ

キャッサバは集落の周辺で小規模に栽培されている外，山間の傾斜地ては焼畑や等耕線耕とし

てかなり散見することができた。焼畑は10年に］作とし)われ，キャッサノゞ以外にサトウキビか柏

えられてし,;たのもみられた 0 キャッサバ0)作期は 3 月中旬 ~11 月下句て，著しく密植てある。も

ちろん，粗放な作物の代表的なものである。

ix)野菜

野菜類は今回の調査では路側から観察する程度のことしかできなかっだが，市販0)

合しながら概略を記せは以下の通りである。

もともと海南島は瓜類の種類が多く，しかも出来が良いとされており，

9レll召-, ..、

とし

て重要とされている。夏期の葉菜としては見菜（ヒュナ），薙菜 (3ウサイ）程度て，料即に出さ

れる野菜0)種類は極めて少ない。海南島は対外交通が未発達で，島円には大都iiiを欠くため，＇生

産野菜U)流通範団は著しく限定され，自由市場の範囲が中心であって，わずかに小都巾の海LJや

玲海の近郊におし心て幾分か野菜の作付の多いのをみる程度である。広＇州市（人口 450);)0)周辺で，

スプリンクラーかんがしパ5畦間かんがいの施設のある野菜圃場が市街区を団続し，中には屯附戟

培施設も散見されたのとは対照的であった 0

なお，付表に中国 0)野菜の分類—一覧表を掲げ，海南島で間き取りによ，．）て確認した種類には犀

印を付して四し士。

X)果樹

詞肯島(J)果樹いうちココヤシは古くから導入きれ，束南部の海浜部に約1TJi畝栽植され利用さ

iして“し)るが，アフラヤシは約 l)j畝て，現在旧来のものに代って新たにマレイシア及ひイント不

シアから優良種を碍人して試植を行っている。苗はビニール育苗て20葉て移柏し，移植後 3年で

結実を始め，移植後10年後から成固となる。栽植密度は 7X8m(畝号たり 12本），成l責lの収贔は

畝当だり 700kg,含油率21%,経済的栽培期間は25年になる見込みであるといわれる。施肥は 1株

闘たり 1廣 50kg, カリ 1kg施用するが，概して寒害と風害を被り易く，ゴムよりも更に高温Ci)立

地を要求する。畝当たりの成園収量は約700kgといわれ，栽培法並ひに優良品種の選定によク')て

後の拡大か期待されている。

カカオは現在 2種類が導入され試植されてし＼る。 1960年に導入され，柏付 3年後から収穂し：人

り， 5月と 12月の年 2回収穫となるが，庇蔭度のとり方が重要であるはかりてなく，炭但病か間

，現在もなお試作段階の域を脱してし;ないようである。
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これに対してパイナップ，レは10万畝の作付けをnしり

されてし入るり）をみることができだ。こ

こ

も

...~ 
されてし'る。場所によっ

としている ある。ノゞナナやパハイヤ

みることがでぎなか，~）だが， 主として

,:. ())他，柑ぎ

(})ものと思われるし

きっ， ビワ，／ゞ ナナ， / ; イナッ に？

し1 と栽培の研究は広小1,[J)

心は大陸にあり，

なお，中国南部に

を付して置いた~＇

Xi) 

島ではあらゆる

て]
l
 

兄

も自生する

は広大

9

9

 

）
 

ノ
＼多，ヤ＇， 

されてはし)る

専門の研究室によって

ようである。

そ

に付し，その中

わり，牛産(/)中

自由に餌をあさり， これに混って豚や水牛あるし)しよ員牛まても路傍や刈跡

これらは農家の個人財産であって，河岸や路傍の野草は f]由にこれを利用てぎる

ビし,-〗こどてあったしまだ，農民が刈直を目転車や荷車で連撤するのも多くみられたか，それて

に利用し切れてし）なし¥という

されて~し17こが， ため

に所在するものに

ゞ~）た。内陸中央部豆）

は良くなく， `
、
{

4
/
9
 

,"で低し~＼上塁での区幽が多くみられたが，これは恐らく雨水い地表水豆）

同様の光最は万寧県と諒洵県の中間の悔浜の荒蕪地でもみられたが，こ

を阻止して苧生地への移付を狙ったも 0)0)ようであった。

また，広大なコム図では至るところに 5m四方位の木棚に牛を密飼していだが，これ

だめと思;j)れる。

は地表水や十砂0)

左りえることに土って飼蓑効果を高めると共に，牛糞U)生産と回収に

のてあった。

概して， あり， もちろ八

0)改善0)幅は極めて広いようてあっだ。なお，華南熱帯作物科学研究院

は巻末の付表に示した通りである。

X ii) 力/¥ークロップ

島

ししいこのため，ゴム コシ？ウ園， コーヒー［点］等ては緑肥としてマメ科柏物の利［月かみられ

るく）表 7はそい）主なものであるか，

にあるため，士中0)有機防U)分解

なもいとしては， ，こ

l:tなく，

を行ってし/る

く，地}]

るtこめのも

111 (J 

られて¥lる。そ

爪峠葛藤：

は次リ）通りである。

(})マメ科植物で佃的性，

｀
 

ノ
＼ を好五，耐蔭性も 5虫し八

に対する適／応性が広く，生肯旺盛で草冠は50~60cmとなる。開花は11月叩て，

fは 1~ 2月頃に成熟する。最盛期U)茎葉の生収贔は畝当たり 2,100~2. 500kg程度であ

る。
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表 7 海南島でみられる緑肥植物

芋 名！廿1 「――I / l .f,J 凸
--~-- - , •• ,, -、---、、-~--- ----一-一-↓-一----・---------- ------： 

l _ C叫 P慮 onium1nuc11nides ] f; 蔓豆＊
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, . . . 

!Vlimusa 11w1sa var. menu、) i尤刺 含 羞 戸
！ 

C/1り1dc111n i → {E・［竺豆
I 

加 /1)/ i危旭万枠位

:□ 凸口苧

' i紹 屎 豆

I太開J 花

! f / 『 猷
， 

：卵叶山帆料I
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！戸1 吋
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［瓜

3
 t
1
 
-」
J

6
 

14 

7 . Crotalani、tmucronata 

8皐 Titlwniadfrcrs加lia

9 . F・・Zemingia(、拿ongesta

10. Desmodium 

1し，phrosiacam!ida 

Puemria plzaseo!oid硲

J!orinda c~ がcinalis
．． 

Tnc!w: ゞantlzesJnnlozn1 
．． 

と

・

・

ー

2

3

1

1

ー

蒻＊

X 

琴

i+ 表中＊［［］はと<iこ和JI甘））多し
l ,g 

10ヘ l」~；文興隆試騎場でU)聴取 iJ によ

こ記載: る＼
 

9
1
Y
 

ご U)' 

X Jjj) 防風林

度々

，
 

ノ，ヽ、ょ^~) 

j

ー

たよう：、こ，悔南島は熱鬱作物の北限近くにあり，

を被り易t 'r >-ヌ,~ の Q 。

に曝されていろはかりで

こ0)ため，風害を避けるだめはかりでなく，熱磨条件0)

利点を

りである'

るために防風林J)活用 苔れる。 見 用されてし iる防風林 8 U) 

―--・- -
叶~＇）両南島て、））調査(})見間以外にこし））項てり 1 用しだ文献：tぴ~妙）ここくク、ある。

｛］！ 菫！向熟警作物'.7'.院編，、 f象肢栽培字」（中国林業出版叶， 1978中）

(2) 茜1行熱帯作物研究院興賢試験物編， 胡叡栽培I (広東禾斗学技術出恥社， 1977年）

(3) r箇叫嬰党詞典，梵菜分冊j (科了出版社:, 1978年）

14) rjr日~ ー:_/¥k:,'tfJ:岩束樹［又］贔(; (農危図書KK, 1978年）

｀）試磨已応研究ヤンター',-中南ア ;)7 し））屯樹」（闘閉農業技術業~カNo.8令 1973"[)

i6) 試愕農業研究センター， 試帯り野菜」（熟研技術茫喜Nol7, 1980年）

げ！ ［：海帥大編，←中国日！久地［『• 上冊J (し海嘉行出版社， 1979年）

cc 
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8
 

海南島で利用されている防風林の樹種

学 名、

ー------~------------—-i
尋 uota

Acacia con/itsa I 
し（四wrznaequzsel叫 I ! 
Lzquzdamber formosana 

Camellia o!eijera i 

Homalium hainanense i 
’ヽ’Cmnammnum camphora I 

sinensis I 

Litchi clzznenszs 

中 国 名 和 名

按

樹

黄

香

茶

生

木

香

枝

思相

麻

木

湾

叶

台

木

杞

油

母

楠

'lj

コ～

タイワンソ,,:;,ン

モ—

オ

マ

ク

ク

オ

ー
＇ 
a' 

や、イ，

ラ

サ

‘’ り

、ユ

、プ
ヽ ォ

プ/、、 ノ

カ

ス

キ

レ ィ シ

5)興隆国営華僑農場

ことく，海南島には90の り，荒地を開墾して500万畝（耕地400万畝） を経

し， 45万人の人［」を抱え，ゴムを中心とした熱帯作物を栽培し，加［しているの

また， かつて海外への出稼

インドネシア，

る。

ベトナム）

かっだので， これらの帰郷華僑（主としてタイ，

を収容している 0)も特徴的で，以下［こ辿べる

る。

マレイシア，

もその一つであ

は，総面積約16万畝 (1.1万ha)で人［）約 2万7,000人である。 図7のよう

されてし｝る。
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ー
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/
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、

立

口

／

エ

本場

1
J

場本部にはエ会があって

，企画等重嬰事項が決定される。場本部には事務島として

各科があり， 工会で決められだ方針を具体化し下部組織へおろしている 0 ―下部組織は 8つの作の

けら区の下に70の生産隊がある。最末端0)牛産隊には生産係，小商店係，幼児位］，

］し， l隊はおおよそ100~200人の労働力て組織されている。

農民は一生産隊に属し，生崖係の指示により集団労働に

時， 14時平~17時半，

となっているよ→ である。

及び生産隊から

冬期には 7時半~11時半，

また夏期は 3時間半，

された代表によって組織されており，

財務，［共訊

る。労働時間は夏期には 7時~11

14時~17時となっており，両期とも 7時間労働

冬期は 2時間半の午睡の時間がとってある。各

月0)労（動日は男26日，女24日とされているか， 農閑期や長雨の期間等；こは労l動日数の短縮か行わ

れることもあるとし＼う。 なお，労働には老人や末成年者も きることになってし)る o
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各個人の労働成果によって

を換算［て差し引き

される。 し

しし
J

公社の収益，経営状況及 によっ なるが，興隆はコム':1ショウなど商業的作物i))ため

壮：年男子で月

く，手取り給料も しし＼くらかよし)よう

ようである。

して

る。

はかなり低くおさえられてしヽる。し

；らがって，農家の家計ぱ苫しく，夫婦はもちろん老人や未成年者も労1動に従事してし）る。

農民の労働意欲の向上，収入の拡大をねらいとして自留地栽培と家庭副業が計でれるようになっ

た。自雷地は :la前後の小面積にすぎないが，余暇を利用して耕作し，野菜やイモを作り，家畜を

→するとともに自由什i場で販売し，有力な現金収八諒としている。

おける作物生産状況に-:)(,て迩べると， 3万畝 (2,OOOha)り）ゴムを -してこ）シ 3 ウ

の300t, コーヒー，アブラヤシ（オイルパーム）及ひサトウキビ等の商業的作物が栽培の

る。食糧作物としてイネ，サツマイモ，その外ラッカセイ，野菜およ

はハラミツ，レイシ，マン fー，パパイヤ等か分散的に作られてし){;。

は，国家への上納，

総収益からこれらを差弓Il)た

機械の購人，

運営に閃する

使われるッ例

・文化関係等である。

’あてられる。

また守

部，

医院、郵政閃係では郵竃部があり，

されている。上述の医院は

（ま

7名，内科（小

む），眼科， よひ放射線科に配置された17名(i)

さオし，ベッドは

し濯>,出者が当院こ通院あるいは人院治療を又けることになって＼戸:ぐ

では当院ほ きなしヽのが普通であり， とこ?r 

}

/

 

郵使，

しているのであろう。

は興隆郵電部で取扱い，国内はもわろん洵外に

てできるようになってし¥;,s。

農民の

ちんと呼られてし))'.:,C しかし

↓
ふ

＇
~
。

,,", ヽ

•’ゆっだりとして，

海南島は、

9→ 

iヽー

をみると，

しに終止することがしはしはて，全般に もり

けた。

性い白Lを図るととも：こ，

ろ〕。

見間したところては

はなく，クーラーはもちろん

｛こめくまれ，資源も既かてあり，人間0)努力によってさら

は極めて大苔いといえよう。機械化を促進して諸作業の合理化と

力を

は極めて懸し)D と

，
 

/
‘
 な

↓
i
i
)
 

による拡大再生産に 1句ける怒力

i
)
 

土新間がかろうじて

に数人雑店し，

とれる程度である。 7

77 



v〉よ 9う

）
 

吋

Uス0、;’！ヽ

~
 

ふ
A

~: 

14 
~
ヽ

だし:

はなし lかと

を叫じて~，

ぁ・)lヽ～とし〕うことで，

間も苔

•c-- I」̂

'-ロd-'

それ

渭らせた<'

ので；尻ろう力，

゜
こ+i
 

；しづ名

を

る。

はlFl 

し＼り）で，名る。

をとわ
↓
}
ふ

ノ
＼
，

>

｝

 

、

T'

質

f) 0)-・・・ ダ＇：）としご

はなく，その日

ころ八で

レ

r
~
}
を

し
る

ーテ
'-. 

とくしこ；8s;lJI オ，~ょ u>:0s· うl;tし，i

を
｝

）

 :
V
 

昌うとし＼うのが主旨叶•

iごとと‘ま、＇~）だく）しかし竺

F

)

 

9,~ 

)＇｝ 
ふ
／そ

，
 

よるのではなく，研究機閃相互(I)閃係て処罪し
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よ-:)て共日研究を行う

受けられなかっだし~ むしろ，相万に相手側の研究や事情を卜分に理解するという

短期調査の形で訪間

しl あるし,,ょ熱研シンホジューム

であるように思う 0

他）」，

り返すことか坦段階ては竹効と思われた 0 このためには，

スCi)技術交流につし lても，

)し，相手側もそれを望んてし.)るように見

(2) 中国の研究事情につし)ては，予期以．「に機構や要員
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(fており，

ァーL.

_IL・; デ
‘’ 

るのが当面必

ることがてきれは，
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し~ しl進展が予想される。

この点では我が国の力て逆に き多くのものを見出すことかできたし，まだ，他の熱帯
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1 訪問地別主要関係者

く北京市〉

JI 

" I ” 
11 

／］ 外屯局 副局長刑竹芳

” ” 副処長 白正燥

” 幹 部 白 峰

” ！！ 通

日

く広東省〉

主 田永海

// 担当者

JI ！！ 梁世彬

省

JI !J ., "日.,__ . ---' 

I} 宋樹研写戸／］片 札「ぎつ臼租] 軍

}I 
~' " 

i) 何日清

く海南島〉

院

｝｝ 

I/ ］ 

11 JJ 音稲叫鄭学勤

！！ 熱帯作物栽培研究正

!) 11 じ任

,’, ’ /} 蒋候明

,,, , JI 

// 訊亭1石切l'l昔バ娼Plr 所 趙鱈文

！'， I 作物保護研究所

！） 科学技術処

II I/ 
)t・jゞ可：

！！ 甘叫紐斧和＼・烏困炒責 研究員

,/, / JI // 陳封宝
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〈上海市〉

ー
'
ー

JI 作物育種栽培研究所

JI 
H/ 

上悔市農業科学院弁公室

嘉定県封浜人民公社

／） 

'I ／， 

Cfご任

担当者

副処長

研究員曹華興

江雨生

工 作員蒋書洪

徐金鳳

陳興華

趙家江

付 2 中国薩菜栽培適地区分と特徴

栽塔区 I

-----・------------、ヘ―-・―------- ------ -寸

東北疏菜単+:1午区 i

地 帯 (}) 土
寸牛

黒龍江，吉林，迂庁廿じ部を含む。寒温帯臭雨気候

()℃以下 5 か月，最低月平均気湿—-20℃，月

月，無霜期間90~165日。年降水景500mm以下。

5か月。喜温，冷涼菰菜のカンラン， I¥レイシコ，

ラシ，キュウリが適合する。年間 1作栽培。

徴

-)ス， l、ウり

華北疏菜双主作 区 I江庁，河北，山東，河西，山西，映西及び甘粛南部を合む。温

半乾燥で冬期寒冷乾燥。 1 月の半均気温— 12℃, 7月0)平均

気温20~28℃，年降水量400~750mm。無霜期間165~240[し ス {

カ，マクワウリ，ネギ，ニラ等適合。秋菜とく｛こ品臼よし， n J、ウ

ス栽培普及n 年間 2
.. 

華中疏菜ニ::.+作区

.... ．ヽ ......

向疏菜 3't作区

長江流域の四川，貴小卜I,湖南，湖北，映西U)汲中盆地，江西，安

徽，江赤， 浙江の各省， 広西，広東，褐建(})北部。 気候温暖名

雨。 1月の半均気温 0~12℃。 7月の平均気温24~30℃。無刷期間

240~340日。年降水量1,000~l,500mm。喜温疏菜春秋栽培。夏は

耐熱疏菜，耐寒疏菜露地越冬可能。年間 3作栽培。

広西，広東，福建の南部と台湾と海附島を含む。闊温帯幻封気候

区で台湾と海南島は熱皮雨気候,. 1月の平均気温12℃以上。

無霜雪。固年露地栽培可能。同一作物 1年給同次栽培1!J椛。冬期

にはカンラン，ハクサイの栽培可他。夏はトマト，インゲン，耐

潮湿・耐高温甘のヘチマ，カボチャ等が開遍的に栽培される。タ

ケノコ，水生疏菜の

四川西南部，西蔵南部及び南等高原地暫(})海抜1,500~-5, ooomを

包括。温帯夏雨気候区てあるが地勢の笈化大て，氣候の重直分化

著しし¥。全年気候温和。荒菜周年栽培きれ欠菜［）季節なし。
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区 古菰四!ii 四北部ど~新彊詞午金ii」脈以南0)

＜疏菜栽培少ない C I月

7℃。夏にカンラン令／｀、クサイ令ダイ

く被害を受ける。

付 3 中国における栽培薩菜（植物学分類法による）

/-1 
＼／  

l. Gramineae 

(1) （毛竹）『:h_vllostachys Maze!、*

麻竹 Sino(・alamus Mc Clure* 

(3) 甜五米パa1nays var、刀但(}、saBomaf。

(4) 

ノヽヽ

Zi忍miacaduczf!om Hand-Mozz (Z. lat{! りlia)

Alismaceae 

Sagittaria sagitt加!iaL. 

3. 沙草科 Cyperaceae

("c&J袖） (HelビocharisdukL, var. tubemosa Schulut.) 

L 天lヽ汀星料 Araceae

(1) 芋 Colornsiaescztlenta Schott.** 

(2) 蒟蒻 ilrnorphophallusrivieri var. konjac Engl. (flydrosme lwn;ac Hu.) 

り． 香蒲科 Typhaceae

Typha l叶加!iaL. 

6
 

Liliaceae 

(1) 企叶菜（紐化菜） Hemerocallis jlm•a L. 

(2) 石＇）柏（芦笥） ilsf>amgus of_11cinalis L. 

(3) 巻丹百合 Liliumtigrinzmz Ker-Gaw!. 

)

）

9

)

）

）

 

4

5

6

7

8

 

＇
し
(
'
(
＇

,
1
‘

Alliurn u加 L.** 

A. j)()nwn L. 

A. sativzmz L.** 

A. am似lojJrasumL. 

ll. 応Iulo:ゞ11111L.** 

(9) 分葱 A.schoenopraszmz L. * 

--1¥2 



(10) 非菜 A.tuberosum Rottler ex PrengeL * * 

(ll) 

~
ー

A. chinense G. Don、

Dioscoreaceae 

bakeri Ragel.)* 

(1) 山約 Dioscoreabatatas Decne. 

(2) 大薯 D.alata L・＊

(3) 黄独 D.加lbz/eraL. 

3. 蒻荷科 Zingiberaceae

(1) 姜 Zingiberofficinale Roscoe.** 

(2) 蒻荷 Z.mioga Roscoe. 

双子叶植物

9. 蓼科 Polygonaceae

食用大貨 RheumnhajJrmticum L. 

10. 黎科 Chenopodiaceae

（］） 根甜菜 Betavulgaris var. rapacea Koch. 

廿十甜菜 B.v. var. cicla L. 

(2) 疲菜 Spinaciaoleracea L. * * 

11. 落葵科 Basellaceae

(1) 多「花落葵 Bぬ e!larubra L. 

(2) 白花落葵 B.alba L. 

12. 硫科 Amaranthaceae

筑菜 Amaranthustricolor Linn.*** 

闊睡近科 Nymphaceae

(1) 近訊科 Nclumbiumnelurnbo Druce (N. nucifera Gaertn.)* 

(2) 欠美 Euryaleferox Salisb. 

14. 十字花科 Cruciferae

(1) 蓼卜 Raphanussativus L. * * 

(2) 先青 Br.ぬ:sicara加 L.

(3) 尤青甘孤iB. napobrassica D. C. * 

(4) 芥他 B.alboglabra Bailey (B. olerac諏 var.alboglabra)** 

(5) 甘仙癸 B.oleracea L. * * 

箔球甘価 var.capitata L. 

羽衣甘価 var.accjJhala D. C. 

抱了甘繭 var..ばemmz/eraZenk 

花椰菜 var.botrytL, L. * 

木だ花椰菜（青花菜） var. italica Planch. 
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var. D.C. 

B. chinensis L * * 

** 

(JJ. 

Czern. et Cossan. * * 

（花叶芥） var, 

＊ 

Hort ex Li 

Tsen et Lee. 

var. Tscn et Lee . 
. 
¥Yar. 

),

:i~~) 

ー

0

0

 

9

ー

ー

“

'~99~9.1,i~9 

5
 

ー

｀

，

 

?
]
 

,` 

(9) 

Pall et Bols.) 

var. tsatsai Mao. 

4 
ヽ

~rmo加cza rustleの10(.,aertn. 

P. v. var. humilis Alef. 

U) 蝶豆 Phaseolusaureus Roxb. 

P limensZ:, Mad. 

(5) 碗豆 Pisumsatiuum L. 

(6) 蚕豆 Vicia、fabaL. 

(7) H豆（艮釘豆・帯-翌) Vigna sesquipedali, Wight。

(8) 矮釘豆 V.sinensis Endb. 

Nasturtium officinale A. Br。

L 

erosus Urban皇

L.** 

Gl}'cine mは Merr.*

(1()) 禰・豆 Dolichoslablab L. 

(1り刀豆（高刀豆） Canavalia gladiata D. C. 

(12) 矮｝］豆（宜立刀豆） C. ensiformis D. C. 

(13) 金花菜（門柑） Medica. 且ohispida Gaertn. 

16. 棟科 Meliaceae

香椿◎drela sinensis Juss. 

17. 棉葵科 l¥falvaceae

(1) 黄秋葵 Hibis(加usescu!enlus L. 
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ルにlea
、-
ー 旦,rficillata

natans 

じmhelliferae

¥

；

 

『

J

~\ 

9[i 

L 

var. ra/Jacezan D. C. 

D.C. 

Coriandmm sativum L. 

ト［）りucuscarota var. sativa D. •·* 

Foeniculum Mill 

。
り
'
J

2L 

凰 A1stinacasalivaし

Convoivulaceae 

Forsk. •• 

batatas L ** 

Labiatae 

sieboldii 

22. 茄科 Solanaceae

Solanum tuberりsuml、:* 

茄子ゞ

;~' 

3
 

＇ 

し＊＊

esculentum Mill** 

し (Crmnumn L.)*** 

Cucurbitacese 

Cucumゞssativus L * *• 

甜瓜 C.melo L 

Cucurbita moschata Duch. ex Poir.*** 

（印度南瓜） C. 11l{Lcima Duch、

(5) 西幼芦()~国南瓜） C 加poL.* 

(6) 西瓜 Citrullusuz慮arisSc hard.** 

(7) 冬瓜 Beninc硲 ahispida Cogn. * * * 

(8) 篇瓜（ Lagenaria siceraria Stand!. 

(9) 鎚瓜 Lz{ffa cylindrica Roem. * * 

校角処瓜 L.acuta成 ulaRoxb.* 

(lO) 苦瓜 1'v!omordicacharantia L. *• * 

(11) 佛手瓜（菜苫瓜） Sechiurn edule Sw. * 

(12) 長括楼（蛇瓜） Trichosanthe:、anguinaL.* 
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24. 

萬芦 Lactucasativa L。*

var. angustana L. * 

几筒凡い var.longifolia Lam 

破叶萬芦 var.eris仰 L.

var、 capitataL. * 

(2) 闊晶 Chiysanthemumcoronavium var. spatisum Bailey 

Helianfhus tubemsus L. 

(4) 苫芦 Cichoriumendivia L. 

(5) 牛芳 ArctiumlaPf>a L. 

(6) 朝鮮釧 Cynarascolymus L. 

疏菜栽培(1979): 北京農業出版社から引用。星印は海南島の調査で栽培利用を確認できた

も豆）で＊＊＊は多、＊＊は中、＊は少を示す。
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I/ 

' .1,nnonaceae 

Oxalidaceae 

Rutaceae 

！！ 

// 

JI 

II 

.II 

！！ 

II 

JI 

＂ 

I/ 

// 

II 

/I 

I/ 

Burseraceae 

＂ 

の主な

し:HUM。

lherrhoa Camm加i{!

SWINGLEさ

" aunmtium LINN. 

HORT. ex TANAKA. 

ii OSBECK. 

" Limon B「Ri¥L

n Iダ imoniaOSBECK 

,, inadurensis LOUR. 

1.1 medica LINN. 

" medzca, var. 

SWINGLE. 

11 nobilis LoじR。

n reticulata BLANCO. 

n sinensis OSBECK. 

11 sulmicnsis TANAKA. 

n 1rmkan HAY A TA. 

" lansium SK. 

Fortunella jJolymzdra TANAKA. 

II obo図 taTANAKA. 

tr加liaP. WILSON. 

Ca11arium album RAEUSCH. 

！！ conmnu化 LINN.
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夜 夕 " ,, i、*

.~1? 1 { レン

／ ＇ ＊ 

杓 1 1> * * 
糾 柑 二、カシ

文 H サホン＊

否 桃 レモン＊＊

カンレモン＊

円令柑 l、r'7均ンカン＊

丁柑 トロン＊

ピ、手札1! プ:> 力 ＊ 

几 母 iクネンホ＊＊

柑 柑！ホンカン＊＊

柑 スイー I、オレンン＊＊

四伝柑 カイカン@(至

柚 柑 タンカン泳）困

ぶ’缶’,~、, 皮 「］ンヒ困淫）

十力｝、九ンカン

に力̂ 金柑 チコウ;_,l-¥'-ンカン

クミミカン

樹 札E i',/ ' ン＊＊

ヵ十リアノ共



名‘、―t/9 

II 

Anacardiaceae 

” 
II 

Sapindaceae 

Ii 

＂ 
Rhamnaceae 

/I 

柿
こ

~
 虔‘

Antidesma Bunius SPREKG. 

Emb!ica LINN. 

indica LINN. 

11 mauritiana LAM. 

Elaeocarpaceae l Elaeocm加sGanitrus ROXB. 

Sterculiaceae i Stercului nobilis R. BR. 

Flacourtiaceae I Flacourtia indica MERR. 

II I/ 

夕
〗
し

Rubarn ZOLL. et MOR. 

Caricaceae Carico Papaya LINN. 

Elaeagnaceae Elaeagnus latifolia LINN. 

Myrtaceae Eugenia jambolana LAM. 

II 

II 

Palmae 

II 

11 Jarnbos LINN. 

Psidiurn Gua_java LINN. 

Cocos nucifera LINN. 

Zalacca edulis BLUME. 

！~『且1 名

J

l

 

‘•{• ‘, だ
日

禾ll

プニ/:Ji: 

油 札『ユカン＊＊

累 マンコー・** 

Bromeliaceae I Ananas cornosus MERR. 

Musaceae 

タマコノ

9,'’ ,9f 

アムラタマコ／

限 ＇リュウカン＊＊

枝 ：レイン＊＊

＊
 

ィ，
‘

J

 
夕ーンラ

~
~
，
 

］
 

文 1邦棗 ；ン十ナヅメ＊＊

印度棗 Iイント十ヅメ＊

イン）、シュス/~*

紐 婆|ヒンホ

テンンクイヌカ./ご]* 

ルカム

木 瓜ノゾこ
＇ '** 
マライクミ

ン‘ャンポラ／

香 果 Iフ 1、モモ＊＊

蕃石桐 Iグ□ハ＊＊

占古椰f Iココヤシ＊＊

Musa nana LOUR. 

サラカヤシ＊

鳳 梨 Iハイナ、ノフル＊＊

矮竹．ハナナ Iチャイニースハナナ径⑱

ー
~ー

＂ 
paradisiaca LINN. 色 バナナ＊＊

注 (1) 「中村三八夫(1978): 計界果樹図説，農業図青株式食杜」から引用した。

(2) 表中のい印は，凋南l幻ての聡とりおよひ現地て仔介を確認しだ果樹を小

す。＼＊＊：多，＊：少）。

(3) Cは中国南部か「恥崖地とし '!,JオLる果樹を
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2. 華南熱帯作物科学研究院での研究懇談

氾



3. ゴム試験林（梯田化、覆蓋化）

4. 約培養で育成されたゴム樹

--90 -



5. 国営農場でのゴム林間作の大葉茶

6. 興隆試験場のコショウ試験圃場（手前は明渠，雑草マルチがみえる）

， ー



7. 海南島のかんがい用貯水池

8. 海南島のかんがい用水路橋

92 



9. 海南島山間地の段畑（作物はキャッサバ）

10. 海南島内陸の草地と水田（屯昌付近）

)
‘
,
 

、＇

，
 



11. 海南島の製糖工場（王京海付近）

12. 野菜の間作栽培と畦間かんがい（広州市郊外）

，`
 

，
 



13. 人民公社の企業工場（上海，封浜人民公社）

14. 人民公社の飼育場（上海，封浜人民公社）
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ー5 ＆ 

メタンガス利用（

16. 自由市場（北京，海淀区）

6
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